
後
半
期
の
須
恵
器
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一
平
安
京
・
京
都
出
土
品
に
み
る
中
世
的
様
相
の
形
成
1

宇

野

隆

夫

【
要
約
】
　
平
安
京
・
京
都
か
ら
出
土
す
る
九
～
一
四
世
紀
の
須
恵
器
は
当
初
は
多
様
な
器
種
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
九
世
紀
中
頃
～
末
を
境
と
し
一
〇
世

紀
以
後
は
限
ら
れ
た
器
種
に
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
須
恵
器
の
単
な
る
衰
退
を
示
す
の
で
は
な
く
、
各
種
の
土
器
・
陶
磁
器
の
特
性
を
生
か

し
、
用
途
に
応
じ
て
使
い
わ
け
た
畿
内
の
中
世
的
土
器
様
式
が
成
立
し
て
い
く
一
つ
の
現
わ
れ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
過
程
に
は
、
生

産
地
で
の
多
様
な
製
品
の
う
ち
特
定
の
器
種
が
広
く
流
通
す
る
段
階
か
ら
、
生
産
地
に
お
い
て
広
域
流
通
用
の
器
種
を
集
中
的
に
生
産
す
る
段
階
に
移
る

と
い
う
重
要
な
展
開
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
こ
の
時
期
は
畿
内
が
窯
業
生
産
の
中
心
地
と
し
て
よ
り
、
瀬
戸
内
・
東
海
地
方
の
窯
業
製
品
の
消
費
地
と
し

て
の
役
割
を
高
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
窯
業
に
お
け
る
生
産
・
流
通
・
消
費
の
体
制
が
大
き
く
変
わ
る
と
と
も
に
、
中
世
後
期
・
近
世
の

発
展
を
基
礎
づ
け
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
穴
七
巻
六
号
　
一
九
八
四
年
＋
【
月

は
　
じ
　
め
　
に

平
安
京
は
最
後
の
古
代
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
・
近
世
都
市
に
発
展
し
た
稀
有
の
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
地
か
ら
出
土
す
る
考
古

資
料
は
、
そ
の
変
容
過
程
を
如
実
に
示
す
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
多
く
の
種
類
の
遺
構
・
遺
物
の
中
で
も
、
食
器
（
土
器
・
陶
磁
器
）
は
人
々

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
人
々
が
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
ど
の
よ
う
に
用
い
た
か
に
は
重
要
な
歴

史
が
潜
ん
で
い
る
。

各
種
の
土
雛
・
陶
磁
器
の
中
で
も
、
須
恵
器
は
五
世
紀
に
生
産
が
始
ま
っ
て
以
後
、
約
千
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た



殉
そ
の
内
窪
前
半
期
（
五
～
九
世
紀
）
と
後
半
期
（
δ
～
西
世
紀
）
と
で
か
な
り
霜
を
異
に
す
る
・

　
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
平
安
京
・
京
都
と
い
う
消
費
地
黒
土
の
須
恵
器
の
変
化
は
、
器
種
が
多
様
で
あ
っ
た
前
半
期
の
最
後
の
段
階
（
九
世
紀
）

か
ら
、
ご
く
少
数
の
器
種
に
限
ら
れ
る
後
半
期
の
最
後
の
段
階
（
一
四
世
紀
）
に
至
る
過
程
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
を
生
産
地
の
側
か
ら
み

る
と
多
く
の
忙
種
を
一
括
生
産
し
た
段
階
か
ら
特
定
の
器
種
を
大
量
生
産
し
た
段
階
へ
、
流
通
と
い
う
点
に
着
弾
す
る
と
畿
内
に
供
給
力
が
あ

っ
た
段
階
か
ら
西
国
に
供
給
を
あ
お
い
だ
段
階
へ
と
い
う
変
化
を
内
包
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
変
化
は
国
産
土
器
・
無
粕
陶
器
・
鎌
取
陶

器
の
動
向
や
中
国
製
陶
磁
器
の
輸
入
と
も
密
接
な
関
係
を
も
う
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
平
安
京
・
京
都
出
土
の
須
恵
器
を
編
年
し
、
そ
の
変
化
に
私
な
り
の
歴
史
的
評
価
を
与
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
①
こ
れ
は
畿
内
地
方
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
畿
外
に
お
い
て
は
須
恵
器
の
消
滅
が
こ
れ
よ
り
早
い
地
域
と
遅
い
地
域
と
が
あ
る
。

一
　
研
　
　
究
　
　
史

後半期の須恵器（宇野）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
須
恵
器
は
源
流
を
中
国
の
灰
陶
に
、
直
接
の
起
源
を
朝
鮮
陶
質
土
器
に
も
ち
、
五
世
紀
に
生
産
が
始
ま
っ
た
。
窯
を
用
い
て
還
元
・
漁
画
し

た
こ
の
須
恵
器
は
青
灰
色
・
硬
質
の
土
器
で
あ
り
、
一
四
世
紀
末
に
至
る
約
千
年
の
間
、
日
本
と
り
わ
け
畿
内
の
食
器
の
中
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。

　
こ
の
須
恵
器
の
長
い
歴
史
の
う
ち
最
初
の
五
〇
〇
年
間
（
五
～
九
盤
紀
）
に
つ
い
て
は
、
古
墳
や
窯
趾
・
古
代
の
宮
都
か
ら
の
出
土
例
が
多
く
、

面
一
か
ら
多
数
の
論
考
が
な
さ
れ
て
い
勉
そ
し
て
多
あ
甕
亨
に
よ
・
て
精
緻
な
墾
研
究
が
確
立
さ
れ
た
糞
・
生
産
地
の
留
や
生
産

体
制
、
生
産
技
術
、
製
晶
の
構
成
の
変
化
の
意
義
、
製
品
の
流
通
、
土
師
器
と
の
数
種
分
業
等
に
つ
い
て
も
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
こ
で
は
そ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
原
口
正
三
氏
・
田
辺
昭
三
氏
・
西
弘
海
氏
を
は
じ
め
と
す
る
置
戸

の
見
解
を
ま
と
め
、
畿
内
を
中
心
と
す
る
前
半
期
の
須
恵
器
を
次
の
四
期
に
大
別
し
て
把
握
し
て
お
き
た
い
。
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⑥

　
　
1
期
（
須
恵
器
生
産
開
始
～
高
蔵
四
七
型
式
、
五
世
紀
）
“
須
恵
器
の
繊
現
と
日
本
的
な
定
型
化
。

　
　
∬
期
（
陶
器
山
一
五
型
式
～
高
蔵
二
〇
九
型
式
、
六
世
紀
）
”
畿
内
南
部
の
供
膳
・
貯
蔵
用
器
種
に
お
い
て
須
恵
器
が
卓
越
し
て
く
る
こ
と
、
及
び
葬
祭

　
供
献
用
需
要
の
増
大
。

　
　
皿
期
前
半
（
七
世
紀
初
め
～
七
世
紀
治
癒
四
半
期
）
”
大
陸
系
金
属
製
容
器
の
模
倣
に
起
因
す
る
供
膳
用
器
種
の
帯
下
の
変
化
。
食
器
需
要
の
増
大
と
畿

　
内
南
部
に
お
け
る
土
師
器
の
再
進
出
。

　
　
寒
期
後
半
（
七
世
紀
第
W
四
半
期
～
八
世
紀
前
半
）
鱒
土
師
器
に
お
い
て
先
行
し
た
質
量
の
大
小
に
よ
る
播
種
の
分
化
と
い
う
現
象
の
須
恵
器
へ
の
波
及
、

　
土
師
器
と
須
恵
器
の
各
器
種
間
に
お
け
る
互
換
性
の
確
立
。

　
　
W
期
（
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
末
）
…
供
膳
用
器
種
に
お
け
る
須
恵
器
の
比
率
の
低
下
と
法
量
に
よ
る
樹
種
の
分
化
の
不
明
確
化
。

　
以
上
の
変
遷
の
中
で
は
1
期
と
厚
謝
の
変
化
が
特
に
大
き
な
画
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
皿
期
後
半
の
様
相
が
古
代
律
令
制
社
会
の
食
器
の
あ

り
方
を
最
も
よ
く
現
わ
し
て
い
る
と
い
う
西
弘
海
氏
の
見
解
を
重
視
し
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
秀
れ
た
研
究
を
生
ん
だ
前
半
期
の
須
葱
器
に
比
べ
て
、
後
半
期
の
須
恵
器
は
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
田
辺
昭
三
氏
が
、
八
世
紀
中
頃
以
後
を
須
恵
器
の
衰
退
過
程
の
諸
段
階
で
あ
り
、
も
は
や
そ
の
中
に
画
期
点
を
求
め
て
大
区
分
す
る

こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
ま
た
畿
外
で
畿
内
よ
り
遅
く
ま
で
須
恵
器
生
産
が
続
く
こ
と
は
寄
事
陶
器
の
普
及
が
遅
れ
た
地
域
に
お
け
る
地
方
的
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

象
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
和
泉
陶
邑
窯
の
よ
う
な
畿
内
を
代
表
す
る
須
恵
羅
生
産
地
の
動
向
の
理
解

に
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
が
、
須
恵
器
の
果
た
し
た
歴
史
的
な
役
割
を
考
え
る
に
は
充
分
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
こ
れ
に
対
し
て
中
世
に
須
恵
器
と
同
様
の
焼
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
行
な
っ
た
の
は
楢
崎
彰
一

・
吉
岡
康
鴨
両
氏
で
あ
る
。
吉
岡
氏
は
北
陸
の
珠
洲
系
陶
器
（
一
二
世
紀
中
頃
～
一
五
世
紀
）
が
須
恵
器
の
諸
特
微
を
備
え
な
が
ら
も
商
品
と
し
て

の
性
格
を
強
く
も
つ
よ
う
に
な
り
、
一
三
世
紀
末
以
後
、
器
種
を
減
じ
て
生
産
螢
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
北
陸
地
方
ば
か
り
で
な
く
北
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

道
南
部
に
ま
で
拡
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
槍
崎
氏
は
中
世
の
焼
物
全
体
を
土
師
器
系
・
須
恵
器
系
・
甕
羅
系
の
三
種
に
体
系
づ

け
、
須
恵
器
系
に
は
　
ω
酸
化
焔
焼
成
に
転
じ
る
須
恵
器
系
第
一
類
陶
器
、
②
須
恵
器
の
生
産
技
術
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
須
恵
器
系
第
二
類

68　（894）



後半期の須恵器（宇野）
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第1図　平安京・京都と主要窯肚の位置

陶
器
（
須
恵
器
）
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
う
ち
須
恵
器
系
・
甕
器
系
の
諸
隊
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
的
条
件
に
も
と
つ
く
差
異
を
も
ち
な
が

ら
も
、
農
民
の
生
活
に
密
着
し
た
壷
・
甕
・
す
り
鉢

を
生
産
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
中
世
窯
と
し
て
の
特

色
を
示
し
、
そ
の
生
産
体
認
は
ほ
ぼ
一
二
世
紀
に
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

立
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
檎
平
氏
は

胎
土
分
析
に
も
と
つ
く
製
晶
の
流
通
圏
の
研
究
を
進

め
、
西
国
の
中
世
須
恵
器
が
京
都
に
ま
で
も
た
ら
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
て
い
る
こ
と
を
確
証
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

西
国
の
須
恵
器
生
産
が
、
在
地
の
農
民
ば
か
り
で
な

く
畿
内
の
都
市
に
住
む
人
々
の
生
活
を
も
支
え
て
い

た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
こ
の
楢
崎
・
吉
岡
両
氏
の
研
究
を
出
発
点
と

し
つ
つ
、
畿
内
に
あ
っ
て
は
一
一
一
世
紀
の
窯
業
生
産

地
に
お
け
る
中
世
的
転
換
以
前
に
、
そ
の
変
化
が
生

じ
る
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
た
都
市
に
お
け
る
需
要

と
流
通
体
制
の
変
革
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

そ
し
て
後
半
期
の
須
恵
器
は
一
種
が
減
少
す
る
方
向
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を
辿
る
が
そ
れ
は
単
な
る
衰
退
で
は
な
く
、
古
代
よ
り
は
る
か
に
高
度
で
複
雑
と
な
っ
た
食
器
複
合
の
形
成
過
程
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
る
こ

と
、
及
び
須
恵
器
の
最
後
の
段
階
（
一
四
世
紀
）
の
様
相
に
中
世
後
期
∵
近
世
へ
の
展
開
の
繭
芽
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。

　
な
お
私
が
九
世
紀
末
・
一
〇
世
紀
初
頭
を
も
っ
て
須
恵
器
を
前
半
期
と
後
半
期
と
に
大
別
す
る
理
由
は
器
種
の
構
成
に
大
き
な
変
化
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ば
か
り
で
な
く
、
田
中
琢
氏
が
示
す
よ
う
に
こ
の
頃
に
中
央
権
力
が
管
掌
し
て
い
た
畿
内
の
古
い
生
産
供
給
体
調
が
行
き
づ
ま
り
、
異
質
な
体

制
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
本
稿
で
示
す
平
安
京
・
京
都
出
土
の
須
恵
器
の
変
化
は
あ
く
ま
で
平
城
京
・
界
磁
京
に

お
け
る
様
相
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
て
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
僧
都
以
外
、
と
り
わ
け
遣
外
諸
地
域
に
目
を
転
じ
る
と
須
恵
器
の
様
相
と

そ
の
果
た
し
た
役
割
と
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
と
い
う
点
が
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

①
　
原
口
正
三
「
須
恵
器
の
源
流
を
た
ず
ね
て
」
（
『
古
墳
と
国
家
の
成
立
ち
』
古
代

　
史
発
掘
第
六
巻
、
一
九
七
五
年
）

　
　
原
口
正
三
『
須
恵
器
』
日
本
の
原
始
美
術
4
（
一
九
七
九
年
）

②
　
近
世
以
来
の
須
恵
器
研
究
史
は
田
辺
昭
ゴ
～
氏
の
労
作
に
詳
し
い
。

　
　
田
辺
昭
三
「
須
恵
器
研
究
小
史
」
（
『
須
恵
器
大
成
』
一
九
八
一
年
）

③
前
掲
注
①
文
献
。

④
　
前
掲
注
②
文
献
。

⑤
　
餌
弘
海
「
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
（
『
考
古
学
論
考
』
小
林
行
雄
博
士

　
古
稀
記
念
論
文
集
、
一
九
直
心
　
年
）

⑥
以
下
で
示
す
暦
年
代
に
つ
い
て
は
、
五
世
紀
末
が
正
期
末
か
H
期
初
頭
か
と
い

　
う
よ
う
な
問
題
を
常
に
含
ん
で
い
る
が
本
稿
で
は
目
安
と
し
て
示
す
の
に
と
ど
め

　
た
い
。

⑦
注
②
前
掲
文
献
。

⑧
中
世
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
、
い
っ
か
ら
い
つ
ま
で
を
中
世
と
呼
ぶ
か
は
難
し

　
い
閲
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
仮
に
こ
れ
を
ご
一
世
紀
中
頃
～
一
六
世
紀
中
頃
と
す

　
る
の
に
と
ど
め
、
そ
れ
と
は
別
に
考
古
資
料
に
お
け
る
中
世
的
様
相
の
形
成
過
程

　
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
屋
的
と
す
る
。

⑨
吉
職
康
鴨
「
珠
洲
古
窯
に
つ
い
て
」
。
（
『
北
陸
の
古
陶
』
～
九
六
七
年
目

　
　
宵
岡
康
鴨
「
加
賀
・
珠
洲
漏
（
『
越
前
・
珠
洲
』
日
本
陶
磁
全
集
第
七
巻
、
一
九

　
七
六
年
）

　
　
吉
岡
康
鴨
「
中
世
陶
器
の
生
産
と
流
逓
－
北
東
日
本
海
域
の
珠
洲
系
陶
器
を
中

　
心
に
一
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
二
七
巻
第
四
号
、
一
九
八
一
年
）

　
　
吉
岡
康
鴨
「
中
世
陶
器
の
生
産
と
流
通
②
一
五
東
日
本
海
域
の
珠
洲
系
陶
器
を

　
中
心
に
一
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
八
一
年
）

⑩
楢
崎
彰
｛
編
『
日
本
の
陶
磁
隔
第
3
巻
（
一
九
七
四
年
）

　
　
楢
崎
彰
一
編
『
日
宇
の
陶
磁
臨
第
2
巻
（
　
九
七
五
年
）

⑪
　
描
崎
彰
二
・
由
崎
一
雄
・
飯
田
忠
三
・
内
田
哲
男
「
陶
磁
器
の
紬
薬
及
び
胎
土

　
の
成
分
か
ら
み
た
産
地
同
定
の
研
究
」
（
『
昭
和
五
三
年
度
特
定
研
究
「
古
文
化
財
」

　
年
次
報
告
書
』
一
九
七
九
年
）

⑫
　
田
中
琢
「
競
内
と
束
鼠
」
（
『
日
本
史
研
究
偏
第
九
〇
号
、
　
一
九
六
七
年
）
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後半期の須恵器（宇野）

二
　
平
安
京
・
京
都
出
土
の
須
恵
器

　
本
章
で
は
平
安
京
・
京
都
か
ら
出
土
す
る
九
～
一
四
世
紀
の
須
恵
器
に
つ
い
て
、
一
〇
〇
年
を
三
期
に
区
分
す
る
精
度
で
器
種
構
成
と
型
式

の
変
化
と
を
記
述
す
る
が
、
ま
ず
そ
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
前
提
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
遺
物
の
年
代
を
決
定
す
る
場
合
に
、
少
数
の
資
料
で
は
年
代
を
細
か
く
限
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
、
消
費
地
で
あ
る

平
安
京
・
京
都
に
お
い
て
は
、
一
括
遺
物
の
年
代
を
出
土
遺
物
の
主
体
を
な
す
土
師
器
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
土
師
器
の
年
代
に
関
し
て
、
私
は
か
つ
て
平
安
京
1
～
W
期
・
中
世
京
都
1
～
W
期
の
大
別
を
行
な
い
、
そ
の
各
期
が
ほ
ぼ
九
世
紀
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

六
世
紀
に
至
る
各
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
、
及
び
魚
期
を
少
な
く
と
も
三
惹
起
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
暦
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

代
を
知
る
手
掛
か
り
の
あ
る
資
料
が
若
干
増
加
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
年
代
観
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
今
後
の
調
査
の
進
展
に

よ
っ
て
年
代
観
の
若
干
の
変
更
も
あ
り
う
る
た
め
、
正
確
な
年
代
表
記
は
土
師
器
の
時
期
区
分
名
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
考

古
学
以
外
の
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
論
旨
の
理
解
を
難
し
く
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
一
つ
の
便
法
と
し
て
こ
れ
を
西
暦
年
代
に
お
き
か
え
て

表
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ま
た
重
要
な
問
題
は
、
あ
る
時
期
の
土
師
器
に
共
諾
す
る
須
恵
器
を
集
成
す
る
と
、
一
器
種
が
単
一
の
型
式
の
み
か
ら
成
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
使
用
期
間
の
差
か
ら
新
古
の
も
の
が
同
時
に
廃
棄
さ
れ
た
場
合
、
複
数
の
産
地
か
ら
供
給
さ
れ
た
場

合
、
同
一
産
地
の
同
一
時
期
に
数
種
の
も
の
が
生
産
さ
れ
て
い
た
場
合
等
を
想
定
で
き
る
が
、
そ
の
識
別
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
し
か
し

こ
こ
で
そ
の
す
べ
て
を
同
等
に
示
す
こ
と
は
か
え
っ
て
混
乱
を
生
じ
る
た
め
、
各
期
毎
に
そ
の
時
期
を
最
も
代
表
す
る
と
考
え
た
も
の
を
中
心

に
し
て
記
述
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
（
第
二
～
八
図
）
。

　
こ
れ
ら
の
諸
点
を
前
提
と
し
、
最
初
の
作
業
と
し
て
須
恵
器
の
様
相
を
一
〇
〇
年
毎
に
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
器
種
の
名
称
は
奈
良
国

妾
化
財
研
究
所
の
鑑
に
従
・
て
い
る
・
．
ま
た
資
料
坐
地
の
現
住
所
の
記
述
薯
略
し
た
が
・
讐
文
献
を
蘂
に
ま
と
め
た
の
で
参
照
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さ
れ
た
い
。

　
σ
D
　
九
世
紀
の
須
慮
器
（
第
二
・
三
図
）

　
九
世
紀
の
須
恵
器
の
二
種
に
は
杯
B
（
高
台
飴
興
）
、
杯
B
蓋
、
皿
B
（
高
台
付
大
型
機
）
、
皿
C
（
無
高
台
扁
平
皿
）
、
杯
A
（
無
高
台
杯
）
、

皿
A
（
無
高
台
皿
）
、
椀
A
（
無
高
台
椀
）
、
壷
L
（
長
頸
壷
）
、
壷
N
（
耳
付
長
頸
壷
）
、
壼
G
（
細
身
糸
切
底
壷
）
、
壷
A
（
北
面
形
壷
）
、
壷

A
蓋
、
壷
E
（
広
口
壷
）
、
鉢
A
（
鉄
鉢
形
鉢
）
、
聾
A
（
蒋
頸
甕
）
、
甕
C
（
広
口
甕
）
、
盤
A
（
坐
高
台
盤
）
が
あ
る
。
な
お
資
料
の
制
約
か
ら
九

世
紀
中
頃
・
末
に
つ
い
て
は
図
示
し
え
た
器
種
が
や
や
少
な
い
が
、
皿
B
・
皿
C
・
椀
A
・
壷
G
・
壷
E
以
外
は
九
世
紀
を
通
じ
て
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凸

　
平
安
京
造
営
開
始
後
（
七
九
三
年
以
後
）
～
九
世
紀
初
め
の
資
料
と
し
て
は
、
平
安
宮
内
裏
外
郭
跡
S
X
四
・
九
、
平
安
宮
左
兵
衛
府
跡
S
D

〔
巴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
天
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
七
〕

四
、
平
安
京
右
京
一
条
三
省
九
・
十
町
S
D
四
五
・
S
D
一
五
三
、
平
安
京
右
京
二
条
二
坊
（
三
）
S
E
三
、
平
安
宮
主
水
司
跡
A
区
S
X
一

　
　
　
　
　
〔
四
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
九
〕

・
B
区
S
K
八
、
平
安
宮
中
務
省
S
K
二
〇
一
、
の
各
出
土
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
前
装
者
が
当
期
の
古
い
様
相
を
、
後
二
者
が
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
⑤

様
相
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
九
世
紀
中
頃
の
資
料
は
、
北
野
廃
寺
S
K
二
三
、
京
都
市
高
速
鉄
道
烏
丸
線
内
遺
跡
（
以
下
で
は
鳥
丸
線
と
略
す
）
翫
囚
九
土
製
六
二
、
同
露
礁

　
　
〔
己
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
四
〕

○
溝
一
出
土
品
が
相
当
し
、
平
安
京
西
寺
井
芦
跡
に
も
当
期
の
資
料
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
凸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
巴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
莱
｝

　
九
世
紀
末
の
資
料
は
、
北
野
廃
寺
S
K
二
〇
・
二
一
、
平
安
宮
中
務
省
S
D
一
、
京
都
大
学
教
養
部
構
内
A
P
二
二
区
S
K
二
五
七
・
二
六
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
八
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
六
〕

が
あ
り
、
平
安
京
右
京
一
条
三
無
九
・
十
町
S
G
一
七
七
B
、
平
安
京
左
京
八
条
三
冠
S
D
二
九
A
に
も
当
期
の
資
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
杯
B
蓋
　
九
世
紀
の
杯
B
蓋
は
天
井
部
が
ゆ
る
や
か
な
丸
味
を
も
ち
、
縁
部
近
く
で
屈
曲
す
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
非
常
に
扁
平
な
も
の

や
、
天
井
部
か
ら
屈
曲
部
ま
で
が
直
線
的
な
も
の
も
あ
る
。
つ
ま
み
は
九
世
紀
初
め
に
は
宝
珠
状
・
円
盤
状
の
も
の
が
多
く
、
環
状
の
つ
ま
み

も
少
数
あ
る
。
九
世
紀
中
頃
に
は
つ
ま
み
の
な
い
も
の
が
現
わ
れ
は
じ
め
、
九
世
紀
末
に
は
ほ
と
ん
ど
の
蓋
が
つ
ま
み
を
消
失
す
る
。
調
整
は

九
世
紀
初
め
に
お
い
て
は
、
多
く
の
も
の
に
外
面
に
箆
削
り
を
施
す
が
、
次
第
に
こ
れ
を
省
略
し
、
九
世
紀
末
に
は
箆
切
り
後
に
撫
で
の
み
を
施

す
も
の
が
多
い
。
大
き
さ
は
杯
B
の
項
で
示
す
が
大
型
贔
の
減
少
と
口
径
の
大
き
さ
に
よ
る
分
化
が
明
瞭
で
な
く
な
る
と
い
う
動
き
を
た
ど
る
。
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後半期の須恵器（宇野）

　
杯
B
　
杯
B
は
体
部
が
ゆ
る
や
か
に
外
需
し
、
体
部
と
底
部
の
境
の
位
置
に
断
面
方
形
の
高
台
が
つ
く
。
高
台
は
九
世
紀
初
め
に
は
わ
ず
か

に
外
方
に
踏
ん
ば
る
高
台
を
底
部
と
体
部
の
境
よ
り
や
や
内
側
に
つ
け
る
も
の
が
あ
る
が
、
次
第
に
作
り
が
粗
雑
に
な
り
、
九
世
紀
末
に
は
欝

血
化
し
た
高
台
を
底
部
と
体
部
の
境
の
位
置
に
つ
け
る
。
法
量
は
九
世
紀
初
め
に
は
口
径
　
九
㎝
・
器
高
話
㎝
程
度
か
ら
、
口
径
一
一
㎝
・
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

高
四
・
五
㎝
程
度
の
範
囲
に
四
つ
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
が
、
そ
の
区
別
は
や
や
明
瞭
で
な
く
な
り
は
じ
め
て
い
る
。
九
世
紀
中
頃
以
後
は
充
分

な
数
量
に
め
ぐ
ま
れ
た
一
括
資
料
に
乏
し
い
が
、
九
世
紀
末
に
は
口
径
一
五
c
m
・
器
高
楼
㎝
程
度
か
ら
口
径
一
一
。
血
・
器
高
四
・
五
㎝
程
度
の

範
囲
に
分
布
し
、
大
・
小
の
二
種
が
あ
る
。
九
世
紀
末
の
杯
B
は
～
○
世
紀
の
椀
A
に
転
換
す
る
直
前
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凸

　
皿
3
　
杯
B
と
同
様
の
特
微
を
も
ち
、
口
径
二
〇
㎝
余
り
・
器
機
五
㎝
程
度
の
八
世
紀
末
・
九
世
紀
初
頭
に
属
す
る
も
の
が
少
数
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
八
〕

の
ほ
か
に
体
部
と
底
部
の
境
が
屈
曲
せ
ず
、
口
縁
部
が
屈
曲
す
る
養
器
形
の
皿
B
が
ご
く
少
数
あ
る
。

　
皿
C
　
扁
平
な
無
高
台
の
皿
で
あ
る
。
底
部
外
面
は
多
く
は
不
調
整
で
あ
り
、
内
面
は
丁
寧
な
撫
で
を
施
す
も
の
と
不
調
整
の
も
の
と
が
あ

る
。
九
世
紀
初
め
に
は
口
径
二
〇
㎝
・
器
高
二
㎝
程
度
の
も
の
と
、
口
径
一
五
㎝
・
八
高
二
㎝
程
度
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
九
世
紀
中
頃
以
後

は
確
実
な
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
杯
A
　
杯
A
は
杯
B
の
体
部
と
底
部
と
同
様
の
特
徴
を
も
つ
。
九
世
紀
初
め
に
は
底
部
は
わ
ず
か
に
外
方
に
ふ
く
ら
む
か
直
線
的
で
あ
り
、

体
部
は
斜
め
上
方
に
ま
っ
す
ぐ
立
ち
上
が
る
結
果
、
底
部
と
体
部
の
境
が
稜
を
な
す
。
ま
た
底
部
外
面
を
箆
削
り
の
後
に
丁
寧
な
撫
で
を
施
す

も
の
と
不
調
整
の
も
の
と
が
あ
る
。
大
き
さ
は
口
径
一
二
～
一
四
㎝
・
器
高
三
～
四
㎝
程
度
で
あ
り
、
等
量
に
よ
る
分
化
は
明
確
で
な
い
。
九

世
紀
中
頃
～
末
に
は
底
径
が
口
径
に
比
べ
て
少
さ
く
な
り
、
体
部
が
内
轡
し
て
立
ち
上
が
る
よ
う
に
な
る
。

　
皿
A
　
杯
A
と
ほ
ぼ
同
じ
特
徴
を
も
つ
。
九
世
紀
初
め
に
は
口
径
一
四
㎝
・
器
高
三
㎝
弱
に
中
心
が
あ
り
、
杯
A
よ
り
締
高
指
数
が
少
な
い
。

こ
の
器
種
は
九
世
紀
中
頃
以
後
に
は
杯
A
と
の
識
別
が
難
し
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
九
〕

　
椀
A
　
杯
A
と
同
様
の
特
徴
を
も
つ
。
口
径
一
一
・
五
㎝
、
器
高
四
・
五
㎝
程
度
の
八
世
紀
末
・
九
世
紀
初
頭
に
属
す
る
も
の
が
少
数
あ
る
。

ま
た
こ
れ
よ
り
小
型
で
糸
切
底
の
も
の
が
一
例
あ
る
。
九
世
紀
中
頃
以
後
に
は
確
実
な
例
が
な
く
、
一
〇
世
紀
の
椀
A
と
は
系
譜
を
異
に
す
る
。

73 （899）



一

杯B

一

盗器形皿B

fi〈＝：lfidi3it

　　　　　　　　頚1　c

7ず鷲
一
－
1
－
1
－
－
1
－
1
一

一
噌ρ
旨
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
，
’
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

「
一
1
■
一
i
■
ー
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

、iノ
と＝圭壬螂

皿B

＝

一

円1A

　　　　　　　　　椀A

　『『『『一一一ア

　　　NNx　tl　，ti’7

　　　N　1　tt

壺L

壼G

Cl＞

　碍＝T－7rt
　ロ　ヒ　ノノ

書1一

9世紀初めの須恵器（縮尺1／5）

平田

ldio・dimbu‘一一inm“一一一一一一一一一一一一一一」

74　（900）



後半期の須恵器（宇野）

皿

一
一皿

一　　　『

一一

一皿

細

壺A

一nv－be一一。＝t　t：

盤A
理朋齢轍洩
　　　　　円画硯

灘

研彫
灘
選

　
　
A
鉾グ！ク〆／

∬＼＼
、

一

　　　　　　　登E
甕A

第2図平安京造営闘始～

75　（90ユ）



　
壷
L
　
丸
い
胴
部
と
上
方
に
ひ
ら
く
筒
形
の
口
頸
部
と
か
ら
成
る
壷
で
あ
る
。
九
世
紀
初
め
に
は
原
則
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
も
の
に
外
方
に

踏
ん
ば
る
高
台
が
つ
き
、
口
紅
端
部
が
外
方
と
内
方
に
鋭
く
拡
張
す
る
。
ま
た
法
線
は
大
き
く
は
大
・
小
に
わ
か
れ
る
が
、
器
高
二
〇
㎝
余
り

か
ら
八
㎝
程
度
の
間
に
色
々
の
大
き
さ
の
も
の
が
あ
る
。
九
世
紀
中
頃
に
は
口
細
端
部
の
拡
張
期
が
鋭
さ
を
減
じ
る
。
小
型
の
も
の
は
高
台
が

な
く
な
り
、
大
型
の
も
の
に
の
み
や
や
作
り
が
粗
雑
な
断
面
方
形
の
高
台
が
つ
く
。
ま
た
法
壷
は
、
羅
高
二
〇
㎝
程
度
の
大
型
の
も
の
と
器
高

一
一
。
田
前
後
の
小
型
の
も
の
に
別
か
れ
る
傾
向
が
現
わ
れ
る
。
九
世
紀
末
に
は
胴
部
下
半
が
細
長
く
な
る
反
面
、
口
頸
部
が
短
か
く
な
り
口
縁

端
部
を
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
る
も
の
が
増
す
。
ま
た
大
型
の
も
の
に
も
小
型
の
も
の
と
同
様
に
高
台
を
つ
け
な
い
も
の
が
現
わ
れ
る
。

　
壷
N
　
壷
し
の
肩
に
両
耳
を
つ
け
た
も
の
や
、
三
編
を
も
つ
も
の
及
び
耳
付
短
頭
蓋
や
把
手
付
瓶
が
九
世
紀
末
を
中
心
と
す
る
資
料
に
含
ま

　
　
　
　
　
　
〔
六
〕

れ
る
例
が
あ
る
が
、
変
化
を
た
ど
る
に
は
出
土
例
が
少
な
い
。

　
壷
G
　
細
長
い
胴
部
に
、
外
反
し
て
端
部
を
丸
く
お
さ
め
る
口
頸
部
が
つ
く
が
、
こ
の
特
徴
は
時
期
が
降
る
ほ
ど
顕
著
で
あ
る
。
高
台
は
な

く
、
底
部
外
面
は
糸
切
り
後
不
調
整
で
あ
る
。
九
世
紀
初
め
に
類
例
が
多
く
、
九
世
紀
中
頃
以
後
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

　
壷
A
　
球
形
の
胴
部
に
短
か
く
直
立
す
る
口
縁
部
が
つ
く
。
天
井
部
が
扁
平
で
縁
部
が
直
角
に
屈
曲
す
る
蓋
と
組
合
わ
せ
て
用
い
る
。
九
世

紀
初
め
に
は
胴
部
の
肩
が
張
り
、
底
部
と
胴
部
の
境
の
位
置
に
外
方
に
踏
ん
ば
る
高
台
が
つ
く
。
熟
畑
は
惣
高
二
〇
㎝
余
り
・
胴
部
最
大
径
二

五
㎝
程
度
の
大
型
の
も
の
か
ら
、
器
二
七
㎝
余
り
・
胴
部
最
大
径
一
〇
㎝
程
度
の
小
型
の
も
の
ま
で
あ
る
。
九
世
紀
中
頃
～
末
に
か
け
て
大
型

の
も
の
は
胴
部
が
球
形
に
近
く
な
り
、
小
型
の
も
の
は
肩
癖
が
直
線
的
に
な
る
。
九
世
紀
末
に
は
小
型
の
も
の
を
中
心
と
し
て
高
台
と
宝
珠
状

つ
ま
み
の
な
い
も
の
が
多
い
。

　
壷
E
　
口
縁
部
が
内
側
に
屈
曲
し
、
さ
ら
に
上
方
に
短
く
屈
曲
す
る
広
口
の
壼
で
あ
る
。
天
井
部
が
丸
味
を
も
ち
縁
端
部
が
下
方
に
短
く
屈

曲
す
る
小
型
の
蓋
は
壼
E
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
土
師
器
・
黒
色
土
器
に
多
い
足
形
で
あ
り
、
九
世
紀
中
頃
以
後
は
出
土

例
が
少
な
い
。

　
平
瓶
　
提
子
と
高
台
の
あ
る
平
瓶
が
九
世
紀
を
通
じ
て
存
在
す
る
が
出
土
例
は
少
な
い
。
胴
都
最
大
径
が
二
〇
㎝
余
の
も
の
と
一
五
㎝
弱
の
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も
の
と
が
あ
り
、
時
期
が
降
る
ほ
ど
壷
し
と
同
様
に
胴
部
が
上
下
に
の
び
る
傾
向
が
現
わ
れ
る
。

　
鉢
A
　
口
縁
部
が
ゆ
る
や
か
に
内
萌
す
る
鉄
鉢
形
の
鉢
で
あ
る
。
底
部
は
尖
底
で
あ
ろ
う
。
九
世
紀
中
頃
以
後
の
出
土
例
が
少
な
い
が
、
九

世
紀
を
通
じ
て
少
量
は
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
盤
A
　
八
世
紀
の
資
料
と
比
べ
る
と
底
径
の
口
径
に
対
す
る
比
率
が
小
さ
く
、
ま
た
片
口
を
つ
け
る
も
の
も
あ
っ
て
、
す
り
鉢
に
近
い
形
態

を
と
る
よ
う
に
な
る
。
九
世
紀
初
め
に
は
口
塞
端
部
が
撫
で
に
よ
っ
て
凹
み
内
方
と
外
方
に
拡
張
す
る
も
の
と
、
濡
縁
端
部
が
面
を
な
し
て
外

方
に
傾
斜
し
て
拡
張
す
る
も
の
と
が
あ
り
、
P
径
三
五
㎝
余
・
器
高
コ
一
㎝
余
を
測
る
も
の
が
多
い
。
以
後
は
後
者
の
特
徴
を
も
つ
も
の
が
主

流
に
な
り
法
量
を
減
じ
て
い
く
。
九
世
紀
末
に
は
口
径
三
〇
㎝
以
下
・
器
高
一
〇
c
m
程
度
の
も
の
が
多
い
。

　
甕
C
　
口
頸
部
が
屈
曲
し
て
斜
め
上
方
に
立
ち
上
が
る
広
口
の
甕
で
あ
る
。
九
世
紀
初
め
に
は
胴
部
が
丸
味
を
も
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
に

底
部
と
胴
部
の
境
の
位
置
に
外
方
に
踏
ん
ば
る
高
台
が
つ
く
。
等
量
は
口
径
二
五
㎝
余
・
器
高
二
〇
㎝
弱
か
ら
口
径
一
五
㎝
・
器
高
一
〇
㎝
程

度
の
も
の
ま
で
各
種
の
大
き
さ
の
も
の
が
あ
る
。
九
世
紀
中
頃
以
後
は
胴
部
が
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
口
縁
部
の
立
ち
上
が
り

も
短
く
な
る
。
ま
た
法
最
は
大
型
と
小
型
と
に
わ
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
九
世
紀
末
に
は
高
台
を
つ
け
な
い
も
の
が
多
く
な
り
、
一
〇
世
紀
の
．

鉢
（
す
り
鉢
）
に
転
換
す
る
直
前
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。

　
甕
A
　
甕
A
は
色
々
の
特
徴
を
も
つ
も
の
が
あ
る
が
、
使
用
期
問
が
長
い
た
め
か
型
式
の
変
化
を
た
ど
る
こ
と
は
難
し
い
。
九
世
紀
の
甕
A

に
共
通
す
る
特
徴
は
胴
部
内
面
に
顕
著
な
同
心
円
文
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。
外
面
に
は
縦
方
向
の
平
行
叩
き
を
施
す
も
の
と
、
格
子
叩
き
を
施

す
も
の
と
、
こ
の
古
老
を
施
す
も
の
と
が
あ
り
、
カ
キ
目
や
箆
削
り
を
施
す
も
の
も
少
数
あ
る
。
口
頸
部
は
短
く
直
立
す
る
も
の
・
短
く
外
傾

な
い
し
外
反
す
る
も
の
と
、
長
く
外
傾
・
外
反
す
る
も
の
と
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
で
は
口
頸
部
が
外
反
す
る
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
。
胴

部
は
球
形
に
近
い
も
の
と
、
長
胴
で
尖
底
に
近
い
丸
底
を
も
つ
も
の
が
多
く
、
平
底
の
も
の
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。

　
そ
の
他
　
食
器
以
外
の
も
の
と
し
て
は
陶
硯
が
あ
る
。
九
世
紀
初
め
に
は
円
面
透
脚
硯
が
多
い
が
、
風
穴
二
面
硯
や
意
字
硯
の
脚
が
つ
い
た

　
　
　
　
　
〔
天
〕

円
面
懸
も
あ
る
。
九
世
紀
に
は
円
面
起
と
風
字
硯
と
が
併
存
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
円
面
硯
は
脚
部
の
す
か
し
が
少
な
く
な
る
な
ど
退
化
の
傾
向
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が
現
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
杯
B
蓋
を
硯
に
転
用
し
た
例
が
多
い
。

　
小
結
　
以
上
で
各
熱
讃
の
変
化
を
概
観
し
た
が
、
九
世
紀
の
須
恵
器
の
語
種
は
基
本
的
に
は
八
世
紀
の
構
成
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
供

膳
用
の
数
種
を
中
心
に
し
て
総
量
に
よ
る
分
化
の
不
明
確
化
と
簡
素
化
、
大
型
品
の
減
少
、
高
台
や
調
整
の
省
略
、
若
干
の
藁
薦
の
減
少
と
い

う
変
化
が
あ
り
、
こ
れ
は
八
世
紀
中
頃
以
後
の
動
向
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
が
著
し
く
顕
著
に
な
る
の
は
九
世
紀
中
頃
で
あ

る
。
九
世
紀
と
一
〇
世
紀
の
境
に
は
須
恵
器
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
九
世
紀
中
頃
～
末
の
動
き
の
帰
結
と
考
え
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　
②
　
一
〇
撮
紀
の
須
恵
器
（
第
四
図
）

　
一
〇
世
紀
に
な
る
と
須
恵
器
の
器
種
構
成
が
大
き
く
変
化
す
る
。
供
膳
用
器
種
で
は
椀
・
杯
・
皿
が
ご
く
少
量
出
土
す
る
が
、
土
師
器
は
勿

論
、
施
糟
陶
器
と
比
較
し
て
も
ご
く
少
な
い
量
で
あ
る
。
こ
の
中
で
小
型
の
壷
L
は
詩
話
用
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
出
土
例
も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
須
恵
器
が
基
本
的
な
供
膳
用
器
種
か
ら
徹
退
し
て
い
く
反
面
、
貯
蔵
用
の
大
型
甕
の
ほ
と
ん
ど
は
須
恵
器
が
占
め
る
。
ま
た
重
要

な
問
題
は
、
中
世
の
す
り
鉢
に
連
な
る
形
態
を
も
つ
須
恵
器
鉢
が
か
な
り
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
器
種
は
九
世
紀
に
す
で
に
調

理
用
の
す
り
鉢
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
以
下
で
す
り
鉢
と
表
記
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
漏
O
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
八
〕

　
一
〇
世
紀
初
め
の
資
料
と
し
て
は
、
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
G
l
o
p
6
、
北
野
廃
寺
s
D
一
二
・
s
D
　
心
得
四
層
・
s
D
一
四
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
六
〕

品
が
あ
り
、
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
S
D
二
九
B
・
C
出
土
品
に
も
当
期
の
資
料
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
四
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
一
〕

　
一
〇
世
紀
中
頃
の
資
料
と
し
て
は
、
平
安
宮
左
兵
衛
府
S
D
一
、
平
安
京
右
京
二
条
悪
坊
S
X
～
、
烏
丸
線
悔
三
七
ピ
ッ
ト
三
六
出
土
鹸
が

あ
り
、
左
兵
衛
府
S
D
一
が
当
期
の
古
い
様
相
を
、
右
京
二
条
二
坊
S
X
一
が
新
し
い
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
「
「
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
畠
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
七
〕

　
一
〇
世
紀
末
の
資
料
と
し
て
は
、
鳥
丸
線
立
合
一
七
井
戸
一
・
配
四
八
井
戸
口
・
翫
七
八
ピ
ッ
ト
五
七
、
平
安
京
右
京
二
条
二
坊
S
E
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
七
〕

平
安
京
左
京
内
膳
町
S
K
一
九
出
土
品
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
す
り
鉢
　
　
一
〇
世
紀
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
は
玉
縁
鳶
口
縁
の
す
り
鉢
で
あ
る
。
こ
の
異
種
は
九
世
紀
末
の
高
台
を
消
失
し
た
聾
C
が
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盤
A
を
吸
収
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
…
○
世
紀
初
め
に
は
、
口
縁
部
が
や
や
内
賛
し
端
部
が
断
面
三
角
状
に
外
方
に
突
出
す
る
甕
C
の
特

徴
を
残
す
も
の
も
あ
る
が
口
慰
端
部
が
内
外
面
に
玉
縁
状
に
拡
張
し
た
も
の
が
多
い
。
一
〇
世
紀
中
頃
に
は
口
縁
部
が
屈
曲
し
て
外
反
し
端
部

が
丸
味
を
も
っ
た
玉
縁
状
に
な
る
。
当
期
の
前
半
に
は
器
壁
が
薄
く
玉
縁
部
と
の
境
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
後
半
に
は
器
壁
が
厚
く
な
り
口
縁
部

の
属
曲
も
弱
く
玉
縁
部
と
の
境
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
る
傾
向
が
現
わ
れ
る
。
一
〇
世
紀
末
に
は
こ
の
傾
向
が
一
層
顕
著
に
な
り
、
口
縁
部
の

屈
曲
が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
が
多
い
。
ま
た
口
縁
端
部
が
玉
縁
状
に
な
ら
ず
面
を
な
す
も
の
や
内
側
に
肥
厚
す
る
も
の
が
少
量
で
あ
る
が
現
わ

れ
る
。
大
き
さ
は
口
径
二
五
㎝
弱
・
磯
廻
一
一
㎝
程
度
の
も
の
が
多
い
が
、
口
径
一
五
㎝
弱
・
器
十
五
c
m
程
度
の
小
型
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た

一
〇
世
紀
末
に
は
口
径
が
二
五
㎝
以
上
の
や
や
大
型
の
も
の
が
現
わ
れ
る
。
調
整
は
体
部
内
外
面
に
横
方
向
の
撫
で
を
施
し
、
底
部
外
面
に
は

糸
切
り
痕
を
残
す
も
の
が
多
い
。

　
壷
　
一
〇
世
紀
の
壷
は
す
べ
て
高
台
が
な
く
、
底
部
外
面
は
糸
切
り
後
不
調
整
で
あ
る
。
大
き
さ
は
鼻
高
一
五
㎝
余
の
大
型
の
も
の
と
、
一

二
㎝
程
度
の
小
型
の
も
の
と
が
あ
る
。
皿
○
世
紀
初
め
に
は
口
縁
端
部
が
上
方
に
拡
張
し
胴
部
は
や
や
細
長
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
一
〇
世
紀

中
頃
に
は
口
縁
部
下
端
が
肥
厚
し
、
胴
部
が
球
形
に
近
づ
く
。
ま
た
一
〇
世
紀
末
に
は
底
質
の
胴
部
最
大
径
に
対
す
る
比
率
が
高
ま
る
傾
向
が

現
わ
れ
る
。

　
甕
　
一
〇
世
紀
の
甕
の
一
つ
の
特
色
は
内
面
の
同
心
門
文
を
撫
で
消
す
も
の
が
多
く
、
品
質
を
高
め
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
口
頸
部
は
や
や
外
反
し
て
端
部
が
拡
張
す
る
も
の
と
丸
く
お
さ
め
る
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
胴
部
外
面
に
は
平
行
叩
き
を
横
位
に
施
す
も

の
や
撫
で
を
施
す
も
の
が
多
い
。

　
小
結
　
一
〇
世
紀
は
、
須
恵
器
が
供
熔
融
の
椀
・
杯
・
皿
か
ら
ほ
ぼ
徹
退
し
、
壷
・
甕
・
す
り
鉢
に
主
力
を
移
す
重
要
な
転
換
期
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
変
化
は
畿
内
の
消
費
都
市
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
地
に
お
い
て
は
供
膳
用
器
種
も
多
数
生
産
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
流

通
の
あ
り
方
の
変
化
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
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後半期の須恵器（宇野）

初
め

中
頃

末
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ノク
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第4図10世紀の須恵器（縮尺1／5）

81　（907）



㈲
　
一
剛
世
紀
の
須
恵
器
（
第
五
図
）
r

一
一
世
紀
の
須
恵
器
は
、
一
〇
世
紀
と
同
様
に
壷
・
甕
・
す
り
鉢
を
中
心
と
す
る
が
、
壷
の
出
土
が
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
著
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
凸

一
一
世
紀
初
め
の
資
料
と
し
て
は
、
平
安
京
左
京
内
膳
町
S
K
一
八
、
烏
丸
線
量
2
3
土
製
六
、
平
安
京
左
京
五
条
泥
坊
十
五
町
井
芦
B
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
西
殿
三
条
大
路
側
溝
y
出

一茸黶@　　＿
黶@　　一

丁
買　　．

一　　一
一　　　｝

一　騨

叢

L一一一－a・－a・‘一mmm－i一

須恵器（縮尺1／5）

土
品
が
あ
る
。

　
一
一
世
紀
中
頃
の
資
料
と

し
て
は
、
平
安
京
左
京
三
条

　
　
　
　
ハ
一
〇
〕

三
坊
S
D
一
、
平
安
京
押
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
二
　
嘗

路
殿
井
一
戸
～
一
〇
み
ハ
｛
個
［
上
土
披
、

平
安
京
左
京
四
条
三
審
十
三

町
s
E
五
三
』
。
w
烏
丸
雲
立

　
　
　
　
　
　
〔
一
〕

合
一
四
土
城
一
一
・
臨
四
二

土
籏
四
五
・
翫
四
二
土
竃
四

§
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
箪
〕

八
。
翫
山
ハ
七
井
一
戸
七
、
　
可
↑
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
七
〕

京
左
京
内
膳
町
S
D
四
一
A

出
土
品
が
あ
る
。
以
上
の
中

で
は
平
安
京
左
京
三
条
～
二
坊

S
D
一
出
土
品
が
当
期
の
古

い
様
相
を
、
平
安
京
左
京
内
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後半期の須恵器（宇野）

　＝・

一三
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初
　
め

7
一

一 一
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中

頃

早

撃5図　11世紀の

膳
町
S
D
四
一
A
が
新
し
い

様
相
を
示
し
て
い
る
。

　
一
一
世
紀
末
の
資
料
は
、

平
安
京
左
京
四
条
…
坊
S
E

〔
薯
〕
八
出
土
晶
が
あ
る
。
他
に
も

当
期
の
資
料
は
あ
る
が
良
好

な
須
恵
器
資
料
を
含
ん
で
い

な
い
。

　
す
り
鉢
　
　
一
一
世
紀
の
す

り
鉢
は
一
〇
世
紀
と
異
な
り

多
様
で
あ
る
。
】
一
世
紀
初

め
に
は
玉
縁
状
口
縁
の
す
り

鉢
の
系
譜
を
ひ
く
口
径
二
〇

㎝
余
・
器
高
～
○
㎝
弱
の
も

の
が
多
い
が
、
胴
縁
端
部
が

面
を
な
し
て
内
側
に
肥
厚
す

る
口
径
二
五
㎝
・
器
高
二
二

㎝
程
度
の
大
型
で
や
や
深
い

も
の
も
あ
る
。
＝
世
紀
中
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頃
は
こ
の
両
者
を
基
本
と
す
る
が
、
玉
縁
状
口
耳
の
も
の
は
玉
縁
が
一
層
退
化
す
る
と
と
も
に
比
率
を
減
じ
る
。
ま
た
下
縁
端
部
が
面
を
な
し

内
側
に
肥
厚
す
る
も
の
に
加
え
て
、
外
側
に
拡
張
す
る
も
の
も
現
わ
れ
る
。
こ
の
外
に
口
縁
部
が
外
反
し
て
端
部
が
面
を
な
す
も
の
が
あ
り
、

口
径
二
〇
㎝
程
度
の
小
型
の
も
の
と
、
口
径
二
五
㎝
余
の
大
型
の
も
の
と
が
あ
る
。
＝
世
紀
末
に
は
資
料
が
少
な
い
が
、
口
径
二
〇
㎝
・
壁

高
八
c
皿
程
度
の
や
や
浅
い
も
の
で
口
径
端
部
が
外
面
と
ほ
ぼ
直
角
を
な
し
外
方
に
拡
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
前
後
の
時
期
の
資
料
か
ら
判
断
し

て
、
こ
の
特
徴
を
も
つ
大
型
の
も
の
、
口
縁
端
部
を
丸
く
お
さ
め
る
も
の
、
口
縁
部
が
外
反
し
端
部
が
水
平
に
近
い
面
を
な
す
も
の
も
あ
っ
た

と
推
測
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
署
〕

　
壼
　
壺
の
資
料
は
少
な
い
が
、
一
一
世
紀
中
頃
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
底
径
が
胴
部
最
大
径
に
近
づ
い
た
結
果
、
胴
部
が
半
球
状
を
聾

す
る
。
口
頸
部
は
短
く
外
反
し
、
口
器
端
部
下
端
が
肥
厚
す
る
。
大
き
さ
は
器
高
一
二
c
皿
程
度
の
も
の
と
器
高
九
㎝
程
度
の
も
の
と
が
あ
る
。

こ
の
種
の
壷
は
一
一
世
紀
を
通
じ
て
ご
く
少
量
用
い
ら
れ
た
匙
推
測
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
甕
　
甕
は
口
縁
部
が
「
く
」
字
状
に
外
反
す
る
。
口
縁
端
部
は
上
方
に
拡
張
す
る
も
の
と
下
方
に
拡
張
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
目
送
部
内
外

面
に
横
撫
で
を
施
し
、
胴
部
内
面
に
撫
で
、
胴
部
外
面
に
横
位
の
平
行
叩
き
を
施
す
も
の
が
多
い
。

　
小
結
　
　
一
一
世
紀
の
須
恵
器
の
器
種
は
一
〇
世
紀
の
構
成
を
踏
襲
す
る
が
、
重
点
ば
甕
・
す
り
鉢
に
移
る
傾
向
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
特
に
、

一
一
世
紀
中
頃
以
後
、
す
り
鉢
を
中
心
と
し
て
轡
形
が
多
様
に
な
る
。
こ
の
こ
と
の
背
景
に
は
供
給
地
の
多
様
化
と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
る
。

　
㈲
　
【
二
世
紀
の
須
葱
器
（
第
六
図
）

　
一
二
世
紀
の
須
恵
器
は
当
初
に
お
い
て
は
壷
・
甕
・
す
り
鉢
が
あ
る
が
、
中
頃
以
後
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
系
統
の
ご
く
少
量
の
壷
を
除
く
と

甕
・
す
り
鉢
か
ら
成
る
構
成
に
な
る
。

　
　
　
雫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
蓋
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
芙
〕

　
一
二
世
紀
初
め
の
資
料
と
し
て
は
、
自
河
北
殿
北
辺
S
E
二
二
・
S
E
四
〇
・
E
＝
一
層
、
京
都
大
学
病
院
西
構
内
A
F
一
五
区
S
E
一
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
δ
〕

平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
G
2
1
P
1
1
出
土
品
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
竃
〕

　
一
二
世
紀
中
頃
の
資
料
と
し
て
は
、
白
河
北
殿
北
辺
S
E
二
六
・
S
E
三
〇
、
鳥
丸
線
翫
5
1
土
墳
二
六
・
翫
五
五
土
壌
一
二
・
酪
六
一
井
戸 84　（91O）



後半期の須恵器（宇野）

〔
己
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
【
三
〕

六
出
土
品
が
あ
り
、
平
安
京
左
京
四
条
三
坊
十
三
町
S
E
四
二
三
に
も
当
期
の
資
料
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
六
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
菖
〕

　
一
二
世
紀
末
の
資
料
は
、
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
S
D
二
四
、
白
河
北
殿
北
辺
S
E
｝
八
・
S
D
～
一
中
層
、
鳥
丸
線
臨
七
三
土
城
五
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
一
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〇
〕

三
条
西
殿
D
三
洋
土
籏
群
翫
～
四
、
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
G
七
P
一
｝
・
G
一
八
W
「
禺
土
品
、
京
大
医
学
部
遺
跡
A
O
「
八
区
S
E

〔
三
〕
八
出
土
品
が
あ
る
。

　
す
り
鉢
　
　
一
二
世
紀
初
め
に
は
口
径
二
〇
㎝
程
度
の
小
型
の
も
の
で
は
、
口
縁
端
面
が
外
面
と
直
角
を
な
し
、
外
方
に
か
な
り
突
出
す
る
。

良
好
な
資
料
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
の
特
微
を
も
つ
大
型
の
も
の
も
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
な
お
大
型
で
口
縁
端
面
の
外
方
へ
の
突
出
が

顕
著
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
次
の
時
期
に
主
流
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
外
方
に
踏
ん
ば
る
高
台
の
つ
く
そ
れ
ま
で
に
は
例
の
な
い
も
の
が

あ
り
、
ま
た
前
後
の
時
期
の
資
料
か
ら
判
断
し
て
口
縁
端
部
を
丸
く
お
さ
め
る
も
の
も
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
一
二
世
紀
中
頃
に
は
口
縁
端
面

が
外
面
と
ほ
ぼ
直
角
を
な
し
外
方
へ
の
拡
張
が
あ
ま
り
顕
著
で
な
い
も
の
が
多
く
な
り
、
反
対
に
上
方
に
肥
厚
す
る
も
の
も
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
外
に
口
縁
端
部
を
丸
く
お
さ
め
る
も
の
や
口
縁
部
が
外
反
し
面
面
が
ほ
ぼ
水
平
を
な
す
も
の
も
あ
る
が
比
率
は
高
く
な
い
。
ま
た
小
型
の

魚
形
の
器
形
に
高
台
と
片
口
と
を
付
け
た
珍
し
い
例
が
あ
る
。
＝
一
世
紀
末
に
は
口
縁
端
面
が
外
面
と
鈍
角
を
な
す
も
の
が
大
多
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
。
ま
た
口
径
二
〇
㎝
程
度
の
も
の
が
少
な
く
な
り
、
口
径
が
三
〇
㎝
を
前
後
す
る
も
の
が
多
い
。
以
上
の
須
恵
器
の
す
り
鉢
の
変

化
は
一
二
世
紀
中
頃
以
後
、
播
磨
系
の
製
品
が
主
流
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
壺
　
壷
は
【
二
世
紀
初
め
に
は
従
来
の
系
譜
を
ひ
く
資
料
が
あ
る
が
、
以
後
は
確
実
な
出
土
例
が
な
い
。
　
＝
　
世
紀
中
頃
～
末
に
は
器
壁
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
篇
〕
〔
三
〕

厚
く
胴
部
外
面
下
半
に
縦
方
向
の
箆
削
り
を
施
し
、
内
面
に
粘
土
継
目
を
残
す
粗
製
の
壷
が
出
土
し
て
い
る
が
、
以
前
の
も
の
と
は
大
き
な
差

異
が
あ
り
出
土
量
も
少
な
い
。

　
璽
　
甕
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
点
は
、
　
一
二
世
紀
末
に
は
多
様
な
甕
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
口
頸
部
が
短
く
丸
味
を
も
っ

て
外
反
し
球
形
の
胴
部
外
面
と
頸
部
外
面
と
に
右
上
が
り
を
主
と
す
る
平
行
叩
き
を
施
す
こ
と
か
ら
播
磨
産
と
推
定
で
き
る
も
の
、
口
頸
部
が

短
く
外
反
し
て
端
部
が
わ
ず
か
に
肥
厚
し
長
島
・
平
底
で
胴
部
外
面
に
格
子
叩
き
を
施
す
こ
と
か
ら
讃
岐
産
と
推
定
で
き
る
も
の
、
短
い
口
論

85 （911）



部
が
「
く
」
字
状
に
外
達
し
響
胴
・
丸
底
の
胴
部
外
面
に
箆
削
り
を
、
内
面
に
刷
毛
団
を
施
す
こ
と
か
ら
備
前
産
と
推
定
で
き
る
も
の
等
が
あ

鋸
な
お
こ
れ
に
は
講
の
髭
の
存
在
も
付
記
し
な
毛
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
乞
三
世
紀
初
め
～
中
頃
の
甕
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多

い
が
、
断
片
的
な
資
料
か
ら
一
二
世
紀
中
頃
を
＝
一
世
末
の
様
相
の
形
成
段
階
と
推
測
す
る
。

　
小
結
　
　
一
二
世
紀
の
須
恵
器
は
中
頃
を
境
と
し
て
大
き
く
変
容
す
る
。
す
り
鉢
は
多
様
で
あ
っ
た
も
の
が
播
磨
系
の
製
晶
に
統
一
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
反
面
、
甕
は
瀬
戸
内
西
部
を
中
心
と
す
る
西
日
本
各
地
の
製
品
が
も
た
ら
さ
れ
て
一
層
多
様
に
な
る
。
ま
た
壷
は
非
常
に
例
外
的
な

存
在
と
な
る
。
こ
の
須
恵
器
の
壷
・
甕
・
す
り
鉢
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
動
向
が
生
じ
た
こ
と
は
、
消
費
地
に
お
け
る
食
器
の
構
成
と
生
産
地
に

お
け
る
生
産
体
欄
の
大
き
な
変
化
と
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

86　（912）
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後半期の須恵器（宇野）
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後半期の須恵器（宇野）

一

一
初

、｝

め
、
．　　　、｝

』
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中
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第7図　13世紀の

　
㈲
　
　
＝
二
世
紀
の
須
恵
器
（
第
七
図
）

　
＝
篇
世
紀
の
須
恵
器
は
、
甕
・
す
り
鉢
を
主
と
す
る
が
、
次
第
に
す
り
鉢
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
七
〕

　
一
三
世
紀
初
め
の
資
料
と
し
て
は
平
安
京
左
京
内
膳
町
S
K
一
一
八
・
S
K
三
八
五
・
S
D
三
四
五
下
層
、
京
都
大
学
医
学
部
A
O
一
八
区

　
　
　
〔
ヨ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
菖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
き
〕

S
K
一
六
、
烏
丸
線
翫
五
六
井
戸
5
・
恥
七
二
土
墳
七
三
、
平
安
京
右
京
八
条
二
坊
S
D
一
、
平
安
京
左
京
八
条
三
聖
二
町
G
二
七
W
一
出
土

品
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
壷
〕

　
＝
二
世
紀
中
頃
の
資
料
と
し
て
は
、
島
素
線
臨
四
八
土
二
二
B
・
翫
六
〇
土
墳
懸
軍
、
京
都
大
学
本
部
構
内
A
X
二
八
区
S
K
五
｝
、
平
安
89　（915）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
七
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
δ
〕

京
左
京
内
膳
町
S
D
三
四
五
上
層
、
平
安
京
八
条
二
坊
S
D
一
、
平
安
京
左
京
八
条
三
省
二
町
G
四
P
一
九
、
同
志
社
中
学
体
育
館
建
設
予
定

　
　
　
　
　
　
〔
柔
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
巴

地
S
K
二
　
工
一
一
二
、
常
盤
井
殿
町
S
K
四
〇
一
出
土
晶
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
繭
〕

　
一
三
世
紀
末
の
資
料
と
し
て
は
、
白
河
北
殿
北
辺
S
D
六
・
S
E
一
五
・
S
E
一
七
・
S
E
二
四
、
京
都
大
学
教
養
部
構
内
S
K
二
、
平
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
一
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〇
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
七
〕

京
左
京
内
膳
町
S
K
一
五
四
・
S
E
三
二
六
、
烏
丸
線
翫
四
八
土
牢
二
A
、
平
安
京
左
京
八
条
鼠
坊
二
町
G
四
〇
P
四
出
土
品
が
あ
る
。

　
す
り
鉢
　
　
＝
二
世
紀
初
め
に
は
口
縁
端
面
が
外
面
と
鈍
角
を
な
し
上
方
に
や
や
つ
ま
み
上
げ
る
結
果
、
先
端
が
や
や
外
反
す
る
も
の
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

反
対
に
口
縁
端
面
が
わ
ず
か
に
丸
味
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。
口
径
は
二
五
㎝
程
度
の
も
の
と
三
〇
㎝
前
後
の
も
の
と
が
あ
る
。
一
三
世
紀
中
頃

に
は
口
縁
端
部
の
上
方
へ
の
拡
張
が
顕
著
な
も
の
が
あ
る
反
面
、
口
縁
端
面
と
そ
の
上
端
が
丸
味
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
＝
二
世
紀
末
に
は
口

縁
端
面
の
丸
味
が
顕
著
な
も
の
が
多
く
、
口
径
二
五
c
皿
程
度
の
も
の
が
少
な
く
な
り
、
二
八
～
三
〇
㎝
程
度
の
も
の
が
増
す
。
以
上
の
須
恵
器

す
り
鉢
は
一
四
世
紀
の
資
料
も
含
め
て
、
す
べ
て
播
磨
の
製
品
と
推
測
で
き
る
。

　
甕
　
甕
は
一
二
世
紀
末
と
同
様
に
西
日
本
各
地
の
製
品
が
あ
る
が
、
＝
二
世
紀
中
頃
を
境
に
し
て
次
第
に
常
滑
の
甕
に
対
す
る
比
率
を
減
じ

て
い
く
。

　
小
結
　
　
＝
二
世
紀
の
須
恵
器
は
一
二
世
紀
末
と
同
様
に
、
甕
、
す
り
鉢
を
主
体
と
す
る
が
、
一
三
世
紀
中
頃
を
境
と
し
て
、
す
り
鉢
の
比
率

が
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
須
恵
器
の
流
通
用
器
種
の
一
層
の
減
少
を
意
味
す
る
反
面
、
そ
の
限
ら
れ
た
賢
主
に
つ
い
て
は
大
量
生
産
の

進
展
、
西
日
本
一
帯
へ
の
供
給
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
。

　
㈹
　
剛
四
世
紀
の
須
恵
器
（
第
八
図
）

　
一
四
世
紀
に
は
甕
も
一
定
量
は
存
在
す
る
が
比
率
は
低
く
、
す
り
鉢
と
い
う
一
つ
の
器
量
を
中
心
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
茜
〕
　
　
　
〔
壼
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
巴

　
一
四
世
紀
初
め
の
資
料
と
し
て
は
、
京
都
大
学
教
養
部
構
内
S
E
一
・
S
E
三
、
烏
丸
線
酷
六
七
土
平
一
五
・
七
八
○
土
墳
五
一
、
白
河
北

　
　
　
　
　
〔
蕊
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
証
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
縛

殿
北
辺
S
D
八
、
常
盤
井
殿
町
S
K
三
〇
六
、
法
住
寺
殿
跡
G
二
五
井
戸
出
土
品
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
叢
〕

　
一
四
世
紀
中
頃
の
資
料
と
し
て
は
、
鳥
丸
線
臨
三
七
土
濃
一
三
・
臨
六
六
土
平
八
、
白
河
北
殿
北
辺
S
K
八
、
京
都
大
学
医
学
部
A
P
一
九
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後半期の須恵器（等：野）

区
S
K
五
弔
平
寮
左
京
内
騨
量
一
五
五
．
S
E
三
七
二
●
S
K
一
五
網
野
山
差
京
八
条
三
訂
・
鉱
．
｝
妾
京
左
京
八
条
三
坊

二
町
G
二
P
T
G
八
P
羅
悪
玉
殿
町
S
E
四
〇
毛
同
志
社
大
学
新
町
別
館
S
D
。
¢
拳
萎
京
左
京
三
条
＝
一
坊
＋
斎
土
塗
．
鴎

出
土
品
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
巳
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
昌

　
一
四
世
紀
末
の
資
料
と
し
て
は
、
鳥
丸
線
G
区
二
二
E
H
土
墳
一
・
臨
七
一
土
城
四
〇
・
翫
七
二
土
城
三
九
・
翫
七
八
土
塘
九
、
法
諸
寺
殿

　
　
　
　
　
ハ
ニ
四
〕

跡
工
＝
二
井
戸
出
土
品
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り
鉢
　
　
一
四
世
紀
初
め
に
は
口
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
の
上
方
へ
の
拡
張
が
著
し
く
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
端
部
は
丸
味
を
も
つ
結
果
、
口
縁
帯
を

初

め

一

中

頃

幽

一末 ｝

＼ ＿＿＿一ノ！
／／

＼、 ！／

0 20cm
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形
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
法
量
は
口
径

二
八
～
三
〇
㎝
程
度
・
器
高
一
〇
c
m
余

の
も
の
が
多
い
。
一
四
世
紀
中
頃
に
は

口
縁
端
部
下
端
の
肥
厚
が
顕
著
に
な
り
、

一
四
世
紀
末
に
は
こ
れ
が
最
も
著
し
く

な
る
。
法
量
に
は
大
き
な
変
化
が
な
い
。

　
甕
　
甕
の
資
料
は
少
な
い
が
、
胴
部

外
面
に
細
か
い
綾
杉
状
の
平
行
叩
き
を

施
す
も
の
が
あ
る
。
な
お
一
四
世
紀
中

頃
に
は
、
口
縁
部
が
玉
縁
状
で
酸
化
焔

焼
成
に
転
じ
た
備
前
の
甕
が
現
わ
れ
て

91　（917）



　
〔
ロ

い
る
。

　
小
結
　
一
四
世
紀
の
須
恵
器
は
、
す
り
鉢
を
主
体
ど
し
、
か
つ
す
り
鉢
の
大
多
数
を
須
恵
器
が
占
め
る
。
な
お
以
後
の
時
期
に
増
加
す
る
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
＝
聯

前
の
す
り
鉢
は
一
四
世
紀
末
と
推
定
で
き
る
資
料
が
ご
く
少
量
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
甕
に
お
い
て
は
須
恵
器
の
比
率
が
低
下
す

る
一
方
、
備
前
の
甕
が
漸
増
す
る
。
そ
し
て
一
五
世
紀
に
な
る
と
須
恵
器
の
す
り
鉢
も
常
滑
の
甕
と
と
も
に
少
量
は
用
い
た
で
あ
ろ
う
が
あ
ま

り
嵐
土
し
な
く
な
り
、
備
前
の
す
り
鉢
・
甕
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
。

　
①
　
泉
拓
良
編
『
由
河
北
殿
北
辺
の
遺
跡
』
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
豆
　
　
　
　
　
③
　
宇
野
隆
夫
「
平
安
京
・
京
都
出
土
の
須
恵
器
資
料
」
　
（
東
男
系
須
恵
器
研
究
会

　
　
　
（
一
九
八
｝
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
八
四
年
三
月
二
五
日
）

　
②
　
清
水
芳
裕
ほ
か
「
土
師
器
の
時
期
区
分
と
年
代
表
記
」
　
（
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
　
　
　
　
④
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
W
、
奈
良
国
立
文
化

　
　
財
酬
耕
究
セ
ン
タ
ー
呈
泓
都
大
巌
ず
挽
柵
工
遺
跡
調
査
研
究
年
報
脹
昭
朋
輩
五
五
年
度
、
　
一
　
　
　
　
　
　
酎
財
研
究
所
暫
†
報
第
二
六
冊
（
一
九
七
山
ハ
年
）

　
　
九
八
一
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
前
者
は
平
誠
宮
W
期
土
器
に
、
後
者
は
平
城
宮
顎
期
土
器
に
一
致
す
る
特
徴
を

　
辻
祐
司
「
右
京
二
条
二
坊
㈲
」
　
（
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
『
平
安
京
跡

発
掘
調
査
概
報
』
昭
和
五
六
年
度
、
一
九
八
二
年
）

　
平
尾
政
幸
・
辻
純
一
「
左
京
二
条
二
坊
働
高
門
院
跡
」
（
京
都
市
埋
蔵
文
化
財

研
究
所
…
編
『
平
安
山
凧
跡
発
掘
調
露
幌
報
』
昭
　
和
五
六
年
度
、
　
一
九
八
二
年
）

　
堀
内
明
博
『
北
野
廃
寺
』
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
調
査
報
告
第
七
冊
（
一

九
入
三
年
）

　
も
つ
。
前
掲
注
④
文
献
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
天
〕

⑥
伊
野
近
富
氏
が
平
安
京
右
京
｝
条
三
目
九
町
S
D
四
五
の
資
料
を
分
析
し
た
。

　
　
　
　
　
　
〔
菖

⑦
筆
者
は
報
告
露
で
S
D
一
一
鳳
暦
・
上
層
を
そ
れ
ぞ
れ
　
三
世
紀
初
め
・
中
頃

　
に
比
定
し
た
が
、
一
三
世
紀
中
頃
の
良
好
な
資
料
が
増
加
し
た
結
果
、
現
在
は
一

　
二
世
紀
末
・
＝
二
世
紀
初
め
と
考
え
て
い
る
。

⑧
　
堀
内
闘
博
氏
に
御
教
示
を
戴
い
た
。
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三
五
つ
の
画
期

　
以
上
で
平
安
京
・
京
都
出
土
の
九
～
一
四
世
紀
の
須
恵
器
に
つ
い
て
変
化
の
概
略
を
示
し
た
が
、
こ
の
中
に
画
期
と
考
え
う
る
大
き
な
変
化

が
五
つ
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
上
記
の
須
恵
器
を
衷
一
の
よ
う
に
分
期
し
た
い
。
以
下
で
は
こ
の
各
期
に
つ
い
て
変
化
の
様
相
を
示
す
こ
と
に

す
る
。

　
須
恵
器
W
期
　
　
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
須
恵
器
に
等
量
の
縮
小
・
器
量
に
よ
る
分
化
の
不
明
確
化
・
供
膳
用
杯
類
に
お
け
る
比
率
の
減
少
と



後半期の須恵器（宇野）

　
　
　
　
　
　
　
①

い
う
変
化
が
生
じ
る
。
そ
し
て
九
世
紀
の
須
恵
器
は
八
世
紀
後
半
の
基
本
的
な
器
種
構
成
を
保
ち
つ
つ
、
こ
の
傾
向
が
一
層
進
ん
だ
。
こ
の
う

ち
須
恵
器
の
比
率
に
つ
い
て
み
る
と
九
世
紀
初
め
に
は
す
で
に
出
土
総
量
の
一
〇
％
以
下
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
九
世
紀
末
と
大
き
く
は
変
わ

　
　
②

ら
な
い
反
面
、
供
膳
用
器
種
に
お
け
る
法
量
に
よ
る
鮨
種
分
化
の
不
明
確
と
簡
略
化
、
調
整
の
省
略
は
九
世
紀
中
頃
に
特
に
著
し
く
な
る
。

　
こ
の
須
恵
器
の
変
化
が
何
に
も
と
つ
く
か
の
手
掛
か
り
は
土
師
器
と
施
紬
陶
磁
器
と
に
あ
る
。
土
師
器
の
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
顕
著
な
変

化
は
椀
A
の
増
加
で
あ
る
が
九
世
紀
中
頃
以
後
は
径
高
指
数
を
減
じ
、
杯
A
と
の
区
別
が
難
し
く
な
る
。
他
方
、
九
世
紀
初
め
の
施
紬
陶
器
の

　
　
　
　
　
　
　
し
ら
し

ヶ
ち
灰
粕
陶
器
（
白
盗
）
は
壷
類
を
主
と
し
椀
・
皿
類
は
報
告
例
が
な
い
。
ま
た
緑
粕
陶
器
の
椀
・
皿
類
も
ご
く
少
量
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
九
世
紀
中
頃
以
後
に
は
中
国
製
を
含
む
施
粕
陶
磁
器
の
椀
・
醜
類
、
特
に
緑
紬
陶
器
が
増
加
し
、
九
世
紀
末
に
は
血
忌
用
の
須
恵
器
を
凌
ぐ

　
　
　
　
③

よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
W
期
前
半
は
須
恵
器
が
互
換
性
を
も
つ
土
師
器
に
対
し
て
比
率
を
減
じ
た
段
階
、
W
期
後
半
は
土
師
器
・
須
恵
器
が
施

粕
陶
磁
器
の
進
出
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い
っ
た
段
階
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
動
向
が
一
〇
世
紀
の
食
器
の
様
相
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
時
期
の
平
安
京
出
土
須
恵
器
は
、
ど
こ
で
っ
く
ら
れ
て
都
へ
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
世
紀
の
須
恵
器
に
は
胎
位
に
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
複
数
の
産
地
で
生
産
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

ee　1　須恵器の時期区分

時
代
区
分
↓
C

代
期
7

古
前

古代
後期

中世
前期

須
恵
器
の
時
期
区
分

暦
　
　
年
　
　
代

前半期→
　　　5C

w
期
前
半

八
世
紀
後
半
～
　
九
世
紀
初
め

w
期
後
半

九
世
紀
中
頃
～
　
九
世
紀
末

後 半　期

w w w V
期 期 期 期

一 ｝ 一 一
三 二 一 ○
世 世 世 世
紀 紀 紀 紀
末 中 中 初

～
一
四

頃
～
一
三

頃
主
二

め
主
一

世 世 世 世
紀 紀 紀 紀
末 中 初 初
頃 め め

こ
の
点
に
つ
い
て
杉
本
宏
氏
は
、
五
群
を
識
別
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
内
の
二
戸
が
、
和
泉
陶
邑
窯
の
製
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
平
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

宮
出
土
第
1
・
H
群
須
恵
器
の
特
旨
と
一
致
す
る
こ
と
、
及
び
第
－

群
須
恵
器
と
そ
の
焼
成
不
良
品
で
あ
る
可
能
性
を
も
つ
須
恵
器
（
H

群
）
が
多
く
、
胎
土
の
別
と
器
種
の
対
応
が
あ
ま
り
囲
確
で
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
遍

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
須
恵
器
の
う
ち
和
泉
以
外
の
製
品
の
生
産
地
の
候
補
と
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し
て
は
当
然
『
延
喜
式
』
に
陶
器
（
須
恵
器
）
臨
調
国
と
し
て
記
す
美
濃
・
近
江
・
摂
津
・
播
磨
・
備
前
・
讃
岐
・
筑
前
の
七
国
を
あ
げ
な
く

て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
九
世
紀
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
点
は
洛
北
の
緑
粕
陶
器
窯
で
も
須
恵
器
が
生
産
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
、
『
延
喜
式
』
に
載
ら
な
い
丹
波
国
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
二
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
や
ま

　
平
安
京
北
郊
の
京
都
市
北
区
上
賀
茂
本
山
に
所
在
す
る
本
山
窯
は
官
窯
と
推
定
で
き
る
九
世
紀
の
緑
粕
陶
器
生
産
祉
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
こ
か
ら
は
緑
糟
陶
器
や
施
融
す
る
と
緑
緬
陶
器
に
な
る
土
器
に
混
っ
て
須
恵
器
が
採
集
さ
れ
る
。
．
ま
た
瓦
の
生
産
で
知
ら
れ
る
京
都
市
左
京

区
岩
倉
幡
枝
町
の
栗
栖
野
瓦
屋
付
近
か
ら
も
鑑
陶
器
●
須
恵
器
奮
幸
し
て
い
軸
・
な
お
こ
れ
ら
の
須
恵
輩
土
地
に
お
い
て
は
窯
体
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
本
山
窯
か
ら
は
中
国
製
陶
磁
器
も
採
集
さ
れ
て
い
て
、
す
べ
て
の
資
料
が
当
地
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
は
確
言
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
須
恵
器
資
料
に
は
焼
き
ひ
ず
ん
だ
も
の
が
あ
り
、
煎
種
に
は
杯
・
皿
・
壷
・
甕
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
九
世
紀
に
は
平
安
京
北
郊
に
須
恵
器
・
施
粕
陶
器
と
い
う
京
で
使
用
す
る
陶
器
一
式
を
供
給
す
る
体
制
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

そ
れ
は
官
の
直
接
的
な
支
配
下
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ま
た
京
都
府
亀
岡
市
篠
町
に
所
在
す
る
丹
波
篠
窯
は
八
世
紀
末
以
後
に
著
し
く
生
産
を
高
め
る
が
、
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
須
恵
器
を
平
安

京
に
供
給
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
九
世
紀
の
須
恵
器
は
、
当
初
は
和
泉
陶
邑
窯
の
製
品
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
次
第
に
平
安
京
北
郊
や
丹
波
の
製
品
が
増
し
た
と
推
測
す
る
。

現
在
そ
の
比
率
の
変
化
を
計
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
点
は
胎
土
と
器
種
と
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
の
対
応
関
係
が
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
生
産
地
が
特
に
特
定
の
育
種
を
定
め
ず
須
恵
器
を
供
給
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
後
半
期
の
須
恵
器
と

の
違
い
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
須
恵
器
V
期
　
　
平
安
京
出
土
の
須
恵
器
は
一
〇
世
紀
に
入
る
と
急
速
に
様
相
が
変
わ
る
。
供
騰
用
の
須
恵
器
椀
・
皿
類
が
全
く
出
土
し
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
r
土
師
器
は
勿
論
、
施
融
陶
磁
器
と
比
較
し
て
も
著
し
く
少
な
い
存
在
に
な
る
。
ま
た
多
く
の
器
種
が
あ
っ
た
壼
も
壷

し
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
だ
け
に
な
る
一
方
、
貯
蔵
用
の
大
型
甕
と
す
り
鉢
の
多
く
を
須
恵
器
が
占
め
る
。
す
な
わ
ち
多
様
な
器
種
・
鼻
繋
の
分
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後半期の須恵器（宇野）

化
を
特
徴
と
し
た
そ
れ
ま
で
の
須
恵
器
が
、
V
期
に
は
ほ
ぼ
壷
・
甕
・
す
り
鉢
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
法
量
の
分
化
も
大
・
小
の
二

種
程
度
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
供
給
三
綱
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
さ
ら
に
重
要
な
変
化
が
あ
る
。
九
世
紀
末
以
後
に
は
京
近
郊
の
窯
業
生
産
の
中
心
地
が
洛
西
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

京
都
市
西
京
六
大
原
野
石
作
り
町
・
小
塩
町
に
移
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
地
で
は
急
速
に
緑
粕
陶
器
半
焼
の
体
制
に
移
行
し
て
い
く
。
そ

し
て
平
安
京
幽
土
須
恵
器
の
多
く
は
丹
波
篠
窯
の
製
品
と
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
V
期
前
半
（
一
〇
世
紀
前
半
）
の
平
安
京
の
食
器
構
成
を
み
る
と
、
椀
は
平
安
京
西
郊
産
の
緑
粕
陶
器
と
東
海
地
方
産
の
灰
紬
陶
器
が
主
で
あ

穴
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
こ
れ
を
他
地
域
の
論
叢
陶
器
・
中
国
製
陶
磁
器
・
黒
色
土
器
が
補
完
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
浅
い
杯
・
皿
は
平
安
京
北
郊
の
製
晶
と
推
測
す

る
土
師
器
が
大
多
数
を
占
め
て
こ
れ
を
各
種
陶
磁
器
が
補
完
す
る
。
そ
し
て
壷
・
甕
・
す
り
鉢
の
多
く
を
丹
波
系
須
恵
器
が
占
め
る
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
九
世
紀
と
は
異
な
る
食
器
構
成
法
の
出
現
を
土
器
と
陶
磁
器
の
地
域
・
器
種
分
業
体
制
の
成
立
と
呼
び
、
当
期
の
土
器
様
式
を
畿
内

の
中
世
的
土
器
様
式
の
原
型
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
食
器
構
成
法
を
基
本
と
し
つ
つ
構
成
要
素
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
よ
り
発
達
し
た
地
域

分
業
と
流
通
の
体
制
と
に
基
礎
を
お
く
中
世
的
土
器
様
式
が
確
立
し
た
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
V
期
後
半
（
一
〇
世
紀
後
半
～
＝
世
紀
初
め
）
に

は
、
平
安
京
西
郊
の
緑
粕
陶
器
生
産
が
衰
退
し
、
篠
窯
を
へ
て
近
江
系
緑
紬
陶
器
が
と
っ
て
変
わ
る
。

　
須
恵
器
生
産
地
の
丹
波
篠
窯
の
側
か
ら
み
る
と
、
ま
た
重
要
な
問
題
点
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
器
種
が
壼
・
甕
・
す
り

鉢
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
多
数
の
酒
壷
用
脚
・
皿
類
も
生
産
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
篠
窯
の
須
恵
器
の
流
通
に
二
つ
の
相
が
現
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
き
た
こ
と
を
示
す
。
す
な
わ
ち
在
地
に
は
従
来
通
り
須
恵
器
の
食
器
一
式
を
供
給
す
る
の
に
対
し
て
、
平
安
京
へ
の
搬
出
に
お
い
て
は
壺
・

甕
・
す
り
鉢
と
い
う
特
定
の
器
種
が
流
通
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
一
〇
世
紀
に
お
け
る
和
泉
詳
解
窯
の
須
恵
器
生
産
の
衰
退
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
平
安
京
だ
け
で
な
く
畿
内
各
地
に
丹
波
篠
窯
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

製
品
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
供
膳
用
の
椀
・
皿
山
は
ほ
と
ん
ど
流
通
し
な
い
。
こ
の
丹
波
篠
窯
の
須
恵
器
の
流
通

に
お
け
る
二
相
を
、
食
器
一
式
の
供
給
・
特
定
器
種
の
広
域
流
通
と
呼
ん
で
区
別
し
た
い
。
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以
上
の
須
恵
器
V
期
の
大
き
な
変
化
が
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
進
行
し
た
か
を
考
古
資
料
の
み
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
土
器
と
陶
磁
器
の
地
域
・
器
種
分
業
体
制
の
成
立
の
直
接
的
な
契
機
は
、
お
そ
ら
く
公
権
力
が
直
轄
し
た
畿
内
の
窯
業
生
産
体
制

の
変
質
と
衰
退
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
特
定
樹
種
の
広
域
流
通
と
い
う
相
の
顕
在
化
は
以
後
の
食
器
構
成
の
動
向
を
決
定
づ
け
た
。
こ
の

後
、
畿
内
は
仁
心
か
ら
の
流
通
品
と
や
は
り
特
定
器
種
生
産
に
転
じ
た
在
地
の
土
器
と
を
組
み
合
わ
せ
て
食
器
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
な
お
食
器
が
遠
隔
地
に
運
ば
れ
る
と
い
う
現
象
は
一
〇
世
紀
以
前
・
縄
文
時
代
に
至
る
ま
で
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
量
の
み

を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
中
世
を
通
じ
て
在
地
の
製
品
が
九
〇
％
以
上
を
占
め
る
。
し
か
し
食
器
は
貯
蔵
・
煮
沸
・
調
理
・
供
膳
の
各
機
能
を
も

つ
器
種
か
ら
な
る
複
合
体
で
あ
り
、
一
〇
世
紀
以
後
の
畿
内
に
お
い
て
は
畿
外
か
ら
の
特
定
器
官
の
流
通
が
な
く
て
は
食
器
構
成
が
成
り
立
た

な
い
と
い
う
所
に
質
的
な
変
化
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
須
恵
器
雁
期
　
　
＝
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
須
恵
器
の
器
種
構
成
に
は
大
き
な
変
化
が
な
い
が
、
す
り
鉢
を
中
心
に
し
て
器
形
が
多
様
に
な

る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
V
期
ピ
は
丹
波
篠
窯
か
ら
安
定
的
に
須
恵
器
が
供
給
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
W
期
に
は
篠
窯
の
製
品
の
比
率
が

減
じ
、
供
給
地
が
多
様
化
し
た
た
め
と
考
え
う
る
。
そ
の
新
し
い
供
給
地
を
群
々
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
中
に
は
後
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
播
磨
系
の
製
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
須
恵
器
財
田
の
変
化
の
重
要
性
は
、
や
は
り
他
の
種
類
の
土
器
・
陶
磁
器
と
の
関
係
で
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
＝
世
紀
中
頃
は
国

産
施
紬
陶
器
の
衰
退
、
瓦
器
の
出
現
、
中
国
製
陶
磁
器
（
白
磁
）
の
相
対
的
な
比
率
の
増
加
と
い
う
時
期
に
あ
た
る
。
ま
た
椀
の
占
め
る
比
率
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

減
少
を
絵
巻
資
料
に
よ
り
汁
物
用
の
漆
器
椀
の
普
及
と
考
え
る
な
ら
ば
、
平
安
京
に
お
い
て
は
須
恵
器
W
期
が
そ
の
普
及
期
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
瓦
器
・
中
国
製
陶
磁
器
・
播
磨
系
須
恵
器
に
東
海
地
方
の
白
盗
塁
陶
器
を
加
え
る
な
ら
ば
、
中
世
前
期
の
京
都
を
特
色
づ
け
る
品

目
が
出
揃
っ
た
と
い
う
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
須
恵
器
V
期
（
一
〇
～
一
一
世
紀
初
め
）
に
お
い
て
、
平
安
京
の
食
器
構
成
法

は
特
定
の
在
地
生
産
器
種
と
特
定
の
中
外
か
ら
の
流
通
器
種
と
を
組
み
舎
わ
せ
て
形
成
す
る
と
い
う
点
で
中
世
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
構
成

す
る
要
素
は
緑
粕
陶
器
・
灰
紬
陶
器
・
丹
波
系
須
恵
器
・
黒
色
土
器
の
よ
う
に
中
世
に
は
す
た
れ
る
か
変
容
す
る
も
の
が
重
要
な
役
割
を
果
た
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後半期の須恵器（宇野）

し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
須
恵
器
M
期
に
比
率
を
高
め
た
食
器
は
、
播
磨
系
須
恵
器
を
は
じ
め
と
し
て
中
世
前
期
を
通
じ
て
大
い
に
活
躍
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
理
由
か
ら
平
安
京
に
お
い
て
は
須
恵
器
W
期
を
も
っ
て
中
世
的
土
器
様
式
の
成
立
と
し
て
も
誤
り
で
は
な
い
。
た
だ
し
私
は
当
期
を
中

世
的
土
器
様
式
の
確
立
過
程
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
播
磨
に
お
い
て
は
、
丹
波
篠
窯
と
問
様
に
多
様
な
器
種
を
生
産
し
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

じ
よ
う
な
二
相
の
供
給
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
新
出
の
多
様
な
食
器
が
そ
の
用
途
の
分
担
を
明
確
に
す
る
の
は
次
の
時

期
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
須
恵
器
職
期
　
　
一
二
世
紀
中
頃
～
末
に
お
け
る
顕
著
な
動
向
は
須
恵
器
の
す
り
鉢
に
お
け
る
播
磨
系
製
品
の
独
占
で
あ
る
。
そ
し
て
す
り
鉢

全
体
に
つ
い
て
み
て
も
白
詩
系
陶
器
（
常
滑
）
の
す
り
鉢
の
比
率
は
低
く
、
播
磨
系
須
恵
器
の
す
り
鉢
が
車
越
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
甕
は
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

国
諸
国
の
須
恵
器
が
運
ば
れ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
甕
に
お
い
て
は
常
滑
の
製
品
が
か
な
り
の
比
率
を
占
め
か
つ
比
率
を
高
め
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
壷
に
つ
い
て
は
須
恵
器
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
り
、
中
国
製
白
磁
の
壷
が
最
も
多
く
常
滑
の
壷
も
少
星
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
て
供
膳
用
の
椀
は
漆
器
を
鋼
に
す
る
な
ら
ば
中
国
製
青
・
白
磁
が
主
体
を
な
し
、
皿
は
土
師
器
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
煮
沸
に
は
土
師
器

に
か
え
て
瓦
器
の
土
釜
・
鍋
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
播
磨
系
須
恵
器
の
す
り
鉢
、
常
滑
の
甕
、
中
国
製
陶
磁
器
の
椀
・
壷
、
在
地
産
の

土
師
器
の
皿
と
瓦
器
の
土
釜
・
鍋
を
主
と
し
て
組
み
合
わ
せ
る
高
度
な
食
器
複
合
が
中
世
前
期
の
京
都
の
基
本
的
な
在
り
方
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
生
産
地
の
側
か
ら
み
る
と
ま
た
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
播
磨
東
部
の
兵
庫
県
神
芦
帯
垂
水
区
神
嵐
町
神
出
窯
や
同
明
石
市
魚
住
町
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

住
窯
に
お
い
て
、
こ
の
頃
に
供
膳
用
の
椀
・
皿
類
が
著
し
く
比
率
を
減
じ
、
す
り
鉢
・
甕
の
生
産
に
重
点
を
移
す
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

特
に
す
り
鉢
を
京
都
だ
け
で
な
く
瀬
戸
内
～
畿
内
を
中
心
と
す
る
広
い
地
域
に
供
給
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
生
産
地
に
お
け
る
椀
・
皿
類
の

減
少
は
須
恵
器
V
期
に
生
じ
た
流
通
の
二
相
の
う
ち
、
特
定
器
種
の
広
域
流
通
と
い
う
相
が
卓
越
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
常
滑
に
も
零
丁
の
現
象
が
あ
る
こ
と
は
槍
崎
彰
一
氏
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
常
滑
で
は
壷
・
甕
・
す
り
鉢
を
大
量
に
生
産
し
、

東
海
地
方
一
円
か
ら
東
国
に
か
け
て
供
給
す
る
が
、
特
に
流
通
性
を
も
っ
た
壼
・
嚢
は
西
日
本
に
も
広
く
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

97　（923）



　
こ
れ
ら
の
生
産
地
に
お
け
る
生
産
体
制
の
変
革
は
消
費
地
に
お
け
る
高
度
な
食
器
複
合
の
形
成
、
及
び
そ
れ
を
可
能
に
し
た
流
通
の
発
達
と

密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
を
も
っ
て
京
都
に
お
け
る
中
世
心
土
墨
様
式
の
確
立
と
評
価
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
須
恵
器
孤
期
　
　
一
三
世
紀
中
頃
を
境
に
し
て
播
磨
で
は
椀
・
皿
だ
け
で
な
く
甕
の
生
産
を
減
じ
、
す
り
鉢
墨
焼
の
体
制
に
近
づ
い
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
し
て
京
都
に
お
い
て
は
播
磨
系
の
須
恵
器
の
す
り
鉢
が
す
り
鉢
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
一
方
、
甕
で
は
常
滑
の
製
品
が
さ
ら
に
比
率
を
増
す
。

　
当
期
の
京
都
の
食
器
構
成
は
、
須
恵
器
孤
期
の
様
相
を
一
層
進
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
播
磨
の
須
恵
器
生
産
が
、
す
り
鉢
専
焼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

体
制
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
流
通
圏
は
西
日
本
　
円
と
関
東
地
方
と
い
う
広
大
な
地
域
に
広
ま
る
。
こ
の
現
象
は
常
滑
の
甕
の
分
布
と
重
な

り
つ
つ
、
各
地
の
食
器
の
構
成
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
相
が
須
恵
器
の
究
極
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
。
な
お
粗

期
後
半
（
一
四
世
紀
中
頃
～
末
）
に
は
、
備
前
の
玉
縁
心
乱
の
甕
に
加
え
て
、
少
量
の
備
前
の
す
り
鉢
と
瀬
戸
の
施
糟
陶
器
が
あ
り
、
中
世
後
期
の

様
相
へ
の
転
換
の
前
兆
と
み
な
し
う
る
。

　
須
恵
器
の
終
焉
　
　
一
五
世
紀
に
な
る
と
播
磨
系
須
恵
器
の
す
り
鉢
は
地
方
的
な
製
品
と
な
っ
て
比
率
を
減
じ
、
酸
化
烙
焼
成
に
よ
る
備
前
の

す
り
鉢
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
く
が
、
こ
の
現
象
は
単
な
る
生
産
地
の
交
替
に
と
ど
ま
ら
な
い
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
正
確
に

は
、
特
に
東
海
地
方
よ
り
西
に
お
い
て
、
播
磨
の
す
り
鉢
と
常
滑
の
甕
が
、
備
前
の
す
り
鉢
と
甕
と
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
と
表
現
す
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

　
第
一
は
中
世
後
期
に
備
前
の
陶
器
が
広
く
特
産
贔
的
に
普
及
し
え
た
こ
と
は
、
須
恵
器
や
白
蝶
系
陶
器
が
、
長
い
期
間
を
か
け
て
達
成
し
た

流
通
圏
を
抜
き
に
し
て
は
理
解
し
え
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
は
備
前
に
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

一
〇
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
須
宝
器
は
、
器
種
を
減
少
さ
せ
る
か
わ
り
に
、
生
産
量
と
流
通
圏
と
を
拡
大
す
る
と
い
う
｝
つ
の
方
向
性
を
も
っ

て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
製
品
は
常
滑
や
中
国
や
在
地
の
製
贔
と
補
完
し
あ
い
な
が
ら
消
費
地
の
食
器
を
構
成
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て

中
世
後
期
の
備
前
は
聾
と
す
り
言
及
び
収
穫
と
し
て
も
用
い
た
壼
の
よ
う
に
広
域
流
通
用
器
種
の
多
様
化
を
計
り
な
が
ら
｝
層
の
集
中
的
生
産

を
指
向
し
て
い
る
。
こ
れ
に
瀬
戸
系
の
供
夏
用
施
和
陶
器
が
漸
増
す
る
こ
と
を
加
え
る
な
ら
ば
、
一
五
世
紀
の
動
向
は
ま
だ
一
六
世
紀
ほ
ど
に
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は
明
確
な
形
を
と
っ
て
き
て
い
な
い
が
、
多
様
な
器
種
の
国
産
陶
磁
器
が
煮
沸
・
汁
椀
以
外
の
食
器
の
ほ
と
ん
ど
を
ま
か
な
う
と
い
う
京
都
で

は
近
世
後
期
に
確
立
す
る
様
相
へ
む
け
て
第
一
歩
を
踏
み
繊
し
た
と
評
価
し
た
い
。

後半期の須恵器（宇野）

①
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
素
宮
発
掘
調
査
報
告
』
w
、
奈
良
團
立
文
化
財

　
研
究
所
学
報
第
一
七
冊
（
一
九
六
五
年
）

　
　
西
弘
海
「
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
（
『
考
古
学
論
考
』
小
林
行
雄
博
士

　
古
稀
記
念
論
文
集
、
一
九
八
二
年
）

　
　
吉
田
恵
二
「
『
延
喜
式
』
所
載
の
土
器
陶
器
」
（
『
考
古
学
論
考
』
小
林
行
雄
博
士

　
古
稀
記
念
論
文
集
、
一
九
八
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
六
〕

　
　
　
　
　
〔
八
〕

②
　
堀
内
明
博
氏
、
鈴
木
廣
司
氏
が
当
期
の
資
料
の
数
昆
と
比
率
と
を
計
算
し
て
い

　
る
。

　
　
北
野
廃
寺
S
K
一
＝
閃
須
恵
器
の
出
土
総
量
に
対
す
る
比
率
八
．
五
％
、
供
膳

　
田
距
慣
種
に
お
け
る
炉
須
恵
器
の
比
率
三
・
四
％
（
総
個
体
数
ニ
ニ
王
、
九
世
紀
末
）
。

　
　
北
野
廃
寺
S
K
二
〇
…
須
恵
器
の
番
謡
総
量
に
対
す
る
比
率
九
．
八
％
、
供
膳

　
用
器
種
に
お
け
る
比
率
二
・
四
％
（
総
個
体
数
五
八
　
、
九
世
紀
末
）

　
　
平
安
京
八
条
三
坊
S
D
二
九
”
椀
・
杯
・
皿
に
お
け
る
須
恵
羅
の
比
率
七
・
一

　
％
（
総
破
片
数
八
九
七
五
片
、
九
世
紀
末
を
中
心
と
す
る
）
。

③
注
②
前
掲
文
献
。
供
膳
用
の
須
恵
器
を
一
と
し
た
他
の
種
類
の
土
器
・
陶
磁
器

　
の
供
膳
爆
器
種
の
数
値
を
示
す
。

　
　
北
野
旛
寺
S
K
二
一
”
緑
粕
陶
器
　
・
二
、
灰
緬
陶
器
〇
二
一
、
黒
色
土
器
○

　
・
六
、
⊥
T
一
々
器
二
六
・
二
。

　
　
北
野
廃
寺
S
K
二
〇
”
繭
紬
陶
器
二
・
六
、
灰
紬
陶
器
○
・
五
、
黒
色
土
器
○

　
・
三
、
土
師
器
…
二
七
・
二
。
、

　
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
S
D
二
九
”
緑
紬
陶
器
一
・
五
、
灰
紬
陶
器
○
・
九
、

　
黒
色
土
器
～
・
六
、
土
師
器
九
・
四
、
中
園
製
陶
磁
器
○
・
〇
三
。

　
　
な
お
中
圏
製
陶
磁
器
に
つ
い
て
は
永
騒
信
一
氏
が
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
挺
紀

　
に
か
け
て
陶
磁
器
の
二
～
三
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

　
た
そ
の
年
代
づ
け
は
堀
内
明
博
氏
が
行
な
っ
た
。

　
　
永
田
信
一
「
平
安
京
跡
出
土
の
越
州
窯
青
磁
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
…
ナ
ル
』
翫
二

　
一
一
、
一
九
八
二
年
）

　
　
堀
内
明
博
「
平
安
京
出
土
の
初
期
貿
易
陶
磁
」
　
（
奈
良
県
立
桜
原
考
古
学
研
究

　
所
研
究
講
座
資
料
、
　
一
九
入
四
年
五
月
一
二
日
）

④
　
奈
良
國
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
W
、
奈
良
国
立
文
化
財

　
研
究
所
学
報
第
二
六
冊
（
一
九
七
六
年
）

⑤
宇
佐
晋
一
「
緑
粕
土
器
窯
祉
本
山
遺
跡
ど
そ
の
周
辺
」
（
『
古
代
学
研
究
騒
第
一

　
五
・
｛
六
号
、
　
一
議
ル
五
六
年
）

　
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
坂
東
善
平
収
蔵
品
属
録
』
　
（
一
九
八
○
年
）

　
　
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
…
『
京
都
大
学
構
内
遣
跡
職
査
研
究
年
報
』

　
昭
和
五
六
年
度
（
一
九
八
三
年
）

　
　
ま
た
森
浩
一
・
鈴
木
重
治
両
氏
の
御
好
意
に
よ
り
同
志
社
大
学
所
蔵
資
料
を
実

　
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

⑥
前
掲
注
④
第
一
・
二
文
献
。

⑦
安
藤
信
策
「
国
道
九
号
バ
イ
パ
ス
関
係
泄
跡
昭
和
五
三
年
度
発
掘
調
査
概
要
」

　
（
京
都
府
撒
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
七
九
年
）

　
　
安
藤
信
策
・
水
谷
寿
克
・
山
口
博
「
篠
窯
跡
群
昭
和
五
四
年
度
発
掘
調
査
概
要
」

　
（
京
都
府
教
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
八
○
年
）

　
　
安
藤
信
策
・
水
谷
寿
克
・
剛
崎
研
一
・
平
本
哲
・
広
川
徹
也
「
篠
窯
跡
群
昭
和

　
五
五
年
度
発
掘
調
査
概
要
」
　
（
京
都
府
教
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概

　
報
』
一
九
八
一
年
）
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水
谷
講
書
「
亀
岡
市
篠
窯
跡
群
」
（
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
創
刊
号
）

　
　
難
度
三
部
「
亀
岡
市
篠
窯
跡
群
」
（
『
丹
波
史
談
隠
一
一
二
号
、
一
九
八
二
年
）

　
　
石
井
清
司
「
篠
窯
跡
出
土
の
須
恵
器
に
つ
い
て
」
（
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
』

　
七
七
号
、
　
　
九
八
一
二
年
）
　
　
，

　
　
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
『
篠
窯
跡
群
』
　
（
～
九
八
四
年
目

③
　
同
遺
跡
を
調
査
し
た
寺
島
素
二
氏
に
御
教
示
を
軽
い
た
。

　
　
寺
島
孝
一
「
石
作
窯
跡
の
発
掘
調
査
」
（
『
古
代
文
化
』
第
三
一
巻
第
一
一
号
、

　
～
九
七
九
年
）

　
　
轟
守
島
雌
拳
一
「
畿
内
の
緑
燃
姻
陶
　
」
（
『
考
＋
口
塞
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
工
一
一
期
写
、
　
一
九

　
八
二
年
）

⑨
平
安
京
左
京
八
条
三
頭
に
お
け
る
一
〇
世
紀
前
半
～
中
頃
の
二
審
陶
器
底
部
六

　
三
七
片
に
つ
い
て
、
京
都
周
辺
産
五
四
四
片
、
東
海
地
方
産
三
二
片
、
滋
賀
県
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑
〕

　
一
〇
片
、
不
明
四
皿
片
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑩
前
掲
注
⑦
文
献
。

　
　
安
藤
信
策
・
吉
水
真
彦
・
樋
口
隆
久
「
国
道
九
号
．
バ
イ
パ
ス
関
係
軍
議
昭
和
五

　
二
年
度
発
掘
調
査
概
要
」
（
京
都
府
数
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』

　
一
九
七
八
年
）

　
　
な
お
篠
窯
の
須
恵
器
と
緑
紬
陶
器
と
の
問
題
は
本
稿
で
は
保
留
す
る
。

⑪
　
橋
本
久
和
、
尾
上
実
氏
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に
御
教
示
を
戴
い
て
い
る
。

⑫
安
田
醇
太
郎
「
絵
巻
物
に
み
え
る
器
類
と
考
古
資
料
と
の
比
較
研
究
序
論
」

　
（
『
文
化
財
論
叢
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
刎
立
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
、
一
九

　
八
二
年
）

　
　
な
お
飯
は
土
師
器
の
大
型
皿
に
、
お
か
ず
と
調
味
料
は
土
師
器
の
小
型
皿
に
盛

　
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
土
師
器
が
ほ
ぼ
大
・
小
二
種
の
皿
に
限
ら
れ
る
様
相
も
一

　
一
世
紀
中
頃
に
確
立
す
る
。

⑱
森
田
稔
氏
の
御
教
示
を
戴
い
た
。

⑭
平
安
京
八
条
箪
坊
S
D
二
四
（
一
二
世
紀
末
）
で
は
須
恵
器
の
甕
七
二
片
、
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
お

　
滑
と
思
わ
れ
る
焼
締
陶
器
の
甕
四
〇
片
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
両
者
の
比
率
が

　
同
程
度
の
例
や
、
常
滑
の
甕
が
多
い
例
も
あ
る
。

⑯
　
椀
は
出
土
総
量
の
一
～
二
％
前
後
で
あ
り
、
京
都
の
中
心
地
に
お
い
て
は
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
亦
§

　
％
程
度
を
中
国
製
陶
磁
器
が
、
残
り
を
瓦
器
等
が
占
め
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
箪
〕

　
部
に
お
い
て
中
国
製
陶
磁
器
の
比
率
が
や
や
低
く
な
る
。
皿
は
九
九
％
以
上
が
土

　
師
器
で
あ
ろ
う
。

⑯
森
田
稔
氏
の
教
示
に
よ
る
。

　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
『
魚
住
古
窯
跡
群
隔
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
第
一
九
冊

　
（
一
九
入
三
年
）

⑰
　
荻
野
繁
春
、
橋
木
久
和
、
伊
野
近
富
、
福
田
正
継
氏
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に

　
御
教
示
を
戴
い
た
。

⑱
　
楢
崎
彰
一
編
『
日
本
の
陶
磁
』
第
二
巻
（
～
九
七
五
年
）

⑲
前
掲
注
⑯
文
献
。

⑳
　
平
安
京
左
京
八
条
一
二
坊
S
E
一
（
一
四
世
紀
中
頃
）
で
は
須
恵
器
の
す
り
鉢
篁
○

　
片
、
焼
締
陶
器
の
す
り
隷
農
片
、
須
恵
器
の
第
三
〇
片
、
焼
締
陶
器
の
甕
一
五
四

　
　
　
　
〔
火
〕

　
片
で
あ
る
。

⑳
荻
野
繁
春
「
西
日
本
に
お
け
る
中
世
須
葱
器
」
（
束
論
須
恵
器
研
究
会
資
料
、
於

　
神
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
八
照
年
三
月
二
五
日
）

⑫
備
前
焼
W
期
に
窯
の
減
少
（
統
合
Y
大
型
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
は
非
常
に
重

　
要
な
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。

　
　
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
「
備
前
焼
研
究
ノ
ー
ト
㈲
」
（
『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
報
』

　
第
五
悶
写
、
　
一
九
六
八
年
）

　
　
楢
崎
彰
二
編
『
日
本
の
陶
磁
』
㌶
三
巻
（
一
九
七
四
年
）

　
　
伊
藤
晃
「
備
繭
焼
の
流
れ
」
　
（
澗
山
市
教
育
委
員
会
『
古
備
前
図
録
』
～
九
入

　
四
年
）
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後半期の須恵器（宇野）

結

量五
口目

　
以
上
で
平
安
京
・
京
都
出
土
の
須
恵
器
を
中
心
に
し
て
、
編
年
と
私
な
り
の
意
義
づ
け
と
を
行
な
っ
た
。
須
恵
器
は
食
器
の
一
部
で
あ
り
、
そ

の
変
化
は
他
の
土
器
・
陶
磁
器
の
動
き
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
従
っ
て
本
稿
の
結
果
は
私
の
食
器
の
変
遷
に
対
す
る
評
価
で
も
あ
る
。

　
畿
内
の
都
市
か
ら
出
土
す
る
食
器
を
概
観
す
る
と
、
特
に
有
力
な
人
の
所
有
し
た
高
級
贔
は
別
と
し
て
、
多
様
な
下
種
・
法
量
に
分
化
し
た

土
師
器
と
須
恵
器
と
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
古
代
、
個
々
は
簡
素
な
構
成
か
ら
成
る
多
く
の
種
類
の
土
器
と
陶
磁
器
を
用
途
に
合
わ
せ
て

使
い
わ
け
た
中
世
、
多
様
化
し
た
国
産
陶
磁
器
が
煮
沸
・
汁
椀
以
外
の
食
器
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
近
世
・
近
代
の
三
期

に
大
別
で
き
る
。
た
だ
し
そ
の
変
化
は
簡
単
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
複
雑
な
過
程
を
経
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
各
時

代
の
中
に
重
要
な
画
期
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
古
代
後
期
か
ら
中
世
前
期
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
後
半
期
の
須
恵
器
は
そ
の
変
化
の
過
程
を
知

る
た
め
の
一
つ
の
素
材
と
な
ろ
う
。

　
九
世
紀
の
須
恵
器
が
前
半
期
の
最
後
の
段
階
と
し
て
煮
沸
以
外
の
多
様
な
世
智
を
形
成
し
、
騒
騒
の
数
も
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
〇
～

一
四
世
紀
の
須
恵
器
は
播
種
と
生
産
地
の
減
少
と
い
う
一
つ
の
方
向
の
変
化
を
辿
る
。
こ
れ
が
従
来
、
須
恵
器
の
衰
退
過
程
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
確
か
に
最
も
華
や
か
な
供
路
用
の
器
種
か
ら
須
恵
器
が
徹
退
す
る
直
接
の
理
由
は
土
師
器
・
施
紬
陶
磁

器
に
そ
の
座
を
譲
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
器
種
・
生
産
地
の
減
少
と
い
う
現
象
を
別
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
そ
こ
に
は
集
中
的
大
量
生
産
、
及
び
そ
れ
と
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
高
度
な
流
通
体
制
・
食
器
複
合
へ
の
展
開
と
い
う
側
車
が
あ
る
。
実
際
に
播
磨
の
中
世
須
恵
器
窯
玩
に
立
て
ば
、
そ
の
生
産
量
の
莫
大
さ
を

実
感
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
そ
の
過
程
を
み
る
と
、
平
安
京
に
お
け
る
需
要
の
変
質
と
特
定
器
種
の
広
域
流
通
に
示
さ
れ
る
流
通
体
制
の
革
新
に
よ
っ
て
　
0
世

紀
に
確
立
し
た
土
器
と
陶
磁
器
の
地
域
・
七
種
分
業
体
制
が
重
要
な
暴
発
点
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
動
向
が
一
一
世
紀
中
頃
の
大
き
な
変
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動
を
経
て
、
　
一
二
世
紀
中
頃
の
生
産
・
流
通
・
消
費
と
も
に
中
世
的
展
開
を
と
げ
る
段
階
に
帰
結
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
動
き
は
休
む
こ
と
な
く
進
行
し
、
一
四
世
紀
に
は
播
磨
系
須
恵
器
の
す
り
鉢
が
西
日
本
か
ら
関
策
地
方
に
及
ぶ
流
通
圏
を
得
る

に
至
っ
た
。
播
磨
系
須
恵
雛
は
こ
こ
か
ら
真
の
衰
退
期
に
入
り
、
そ
の
変
化
は
食
器
史
上
の
重
要
な
転
換
点
で
も
あ
る
。
し
か
し
須
恵
器
の
達

成
し
た
生
産
と
流
通
の
水
準
は
失
な
わ
れ
る
こ
と
な
～
＼
自
ら
の
中
か
ら
派
生
し
た
備
前
を
は
じ
め
と
す
る
国
産
陶
器
に
受
け
つ
が
れ
て
発
展

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
平
安
京
・
京
都
の
食
器
は
畿
内
の
中
に
あ
っ
て
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
平
安
京
・
京
都
畦
塗
の
食
器
と
畿
内
各
地
と
り
わ
け
畿
内
南
部
出
土
の
食
器
と
を
見
比
べ
る
と
非
常
に
異
な
る
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
は
在

地
生
産
の
土
器
に
地
域
色
が
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
主
な
理
由
は
、
畿
内
の
多
く
の
地
域
で
は
供
濫
用
の
椀
に
黒
色
土
器
・
瓦
器
を
多
用
す

る
の
に
対
し
て
平
安
京
・
京
都
で
は
、
霜
融
陶
器
・
灰
粕
陶
器
・
中
国
製
陶
磁
器
と
お
そ
ら
く
は
漆
器
を
多
用
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

須
恵
器
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
着
目
す
る
と
、
在
地
産
の
土
器
と
畿
外
か
ら
の
流
通
晶
と
に
よ
っ
て
食
器
を
構
成
す
る
基
本

的
な
在
り
方
は
共
通
し
て
い
る
。

　
平
安
京
・
京
都
の
食
器
と
畿
内
各
地
の
食
器
の
相
違
は
、
一
部
の
器
種
に
お
け
る
高
級
な
製
品
の
量
の
差
で
あ
り
、
後
半
期
の
須
恵
器
の
時

期
は
そ
の
差
が
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
反
面
、
畿
内
を
総
体
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
土

師
器
系
の
土
器
（
土
師
器
・
黒
魯
土
器
・
瓦
器
）
以
外
の
食
器
生
産
が
す
た
れ
、
発
達
し
た
流
通
の
体
制
に
よ
っ
て
他
の
必
要
な
製
晶
を
入
手

す
る
よ
う
に
な
る
地
域
と
み
な
し
う
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
畿
内
の
様
相
は
当
時
の
日
本
の
中
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
本
稿
で
用
い
た
資
料

で
は
論
じ
え
な
い
所
で
あ
る
が
簡
単
な
見
通
し
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
中
世
前
期
に
お
い
て
基
本
的
な
食
器
を
自
給
し
え
た
の
は
、
土
師
器
・
須
恵
器
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
瀬
戸
内
地
方
・
北
陸
地
方
、
白
養
系

の
陶
器
生
産
が
隆
盛
し
た
東
海
地
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
瀬
戸
内
地
方
と
東
海
地
方
と
に
は
製
品
を
恒
常
的
に
他
地
域
に
供
給
す
る
能
力
が
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後半期の須恵器（宇野）

あ
っ
た
が
、
東
海
地
方
に
は
他
地
域
の
製
晶
が
忌
と
ん
ど
入
ら
な
い
の
に
対
し
て
瀬
戸
内
地
方
に
は
一
定
最
の
東
海
地
方
の
製
品
が
流
通
す
る

と
い
う
差
異
が
あ
る
。
ま
た
北
陸
地
方
は
壷
・
甕
・
す
り
鉢
を
自
給
し
白
鬼
歯
陶
器
の
生
産
も
始
め
る
が
、
中
世
前
期
に
お
い
て
は
他
地
域
へ

の
搬
出
を
あ
ま
り
行
な
わ
な
い
．
、
ま
た
生
産
と
供
給
が
発
達
す
る
地
域
と
し
て
は
同
悪
馬
・
竜
泉
窯
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
南
部
の
陶
磁
器
生

産
地
も
付
け
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
大
量
の
中
国
製
陶
磁
器
を
入
手
し
え
た
北
九
州
地
方
、
先
述
の
畿
内
、
及
び
東
国
は
大
宰
府
・
京
都
・
鎌
倉
と
い
う
都

市
を
も
ち
、
自
ら
の
地
域
外
か
ら
の
流
通
品
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
消
費
が
発
達
す
る
地
域
は
窯
業
の
分
野
で
競

争
に
敗
れ
た
地
域
と
も
み
な
し
う
る
が
、
む
し
ろ
必
要
な
製
品
の
一
部
を
流
通
に
よ
っ
て
入
手
す
る
経
済
力
を
も
っ
た
地
域
と
推
測
し
た
い
。

　
中
世
的
土
器
様
式
の
認
識
の
難
し
さ
の
～
つ
の
理
由
は
、
こ
の
各
地
域
に
お
い
て
独
自
の
様
相
が
現
わ
れ
る
一
方
で
、
一
定
の
共
通
す
る
動

向
と
流
通
の
関
係
を
も
つ
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
程
度
の
差
は
あ
る
が
生
産
地
と
消
費
地
の
広
域
流
通
の
発
達
が
各
生
産
地
と
在
地
の
製
晶
の

器
種
分
業
を
生
む
と
い
う
共
通
の
動
向
に
中
世
の
食
器
の
特
質
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
古
代
後
期
は
そ
の
形
成
期
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
古
代
前
期
と
近
世
の
窯
業
は
、
日
本
の
各
地
で
多
様
な
器
種
か
ら
成
る
製
品
を
生
産
し
た
点
に
お
い
て
類
似
す
る
所
が
あ
る
が
、
そ
の
生
産

・
流
通
・
消
費
の
規
模
は
全
く
異
な
る
。
そ
し
て
そ
の
規
模
の
違
い
は
両
者
と
多
く
の
点
で
異
質
に
み
え
る
古
代
後
期
・
中
世
前
期
の
様
相
と

中
世
後
期
の
展
開
を
介
在
さ
せ
て
は
じ
め
て
連
続
的
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
動
き
の
中
で
大
消
費
都
市
で
あ
る
平
安
京
・
京
都
を
も

つ
畿
内
は
一
定
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
端
が
後
半
期
の
須
恵
器
に
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
謝
辞
　
本
稿
を
ま
と
め
る
ま
で
に
非
常
に
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
楢
崎
彰
一
先
生
に
は
、
私
が
当
期
の
資
料
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か

ら
多
く
の
御
指
導
を
戴
い
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
重
治
・
橋
本
久
和
氏
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
土
器
研
究
会
の
方
々
に
は
常
々
有
益
な
御
教
示
を
戴
い
て
い
る
。

ま
た
一
九
八
四
年
三
月
に
神
戸
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
東
播
系
須
恵
器
研
究
会
に
お
い
て
各
地
の
調
査
・
研
究
成
果
に
接
し
得
た
こ
と
は
本
稿
の
根
幹

を
な
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
喜
谷
美
宜
・
丹
治
康
明
：
森
田
稔
を
は
じ
め
と
す
る
諸
馬
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
困
難
な
条
件
の
中
で
都
市

遺
跡
の
発
掘
を
実
施
し
、
秀
れ
た
報
告
書
を
刊
行
さ
れ
て
い
る
多
く
の
方
々
に
最
大
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。
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〔
平
安
京
・
京
都
出
土
須
恵
器
報
告
文
献
〕

〔一

l
　
京
都
市
高
速
鉄
道
烏
丸
線
内
遺
跡
調
査
会
『
遺
跡
調
査
年
報
』
1
（
一
九
八

　
　
○
年
）

〔二

l
　
京
都
市
高
速
鉄
道
烏
丸
線
内
遺
跡
調
査
会
『
遺
跡
調
査
年
報
』
1
（
～
九
八

　
　
一
年
）

〔
吾
　
京
都
市
高
速
鉄
道
鳥
丸
線
内
遺
跡
調
査
会
『
遺
跡
調
査
年
報
』
皿
（
｛
九
八

　
　
二
年
）

〔四

l
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
警
報
』
（
一
九
七
八
年
）

〔
五
〕
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
報
告
』
昭
和
五
五
年

　
　
度
（
一
九
八
一
年
）

〔
お
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
『
平
安
京
左
京
八
条
三
焦
』
京
都
市
埋
蔵
文

　
　
化
財
調
査
報
告
第
六
冊
（
一
九
八
二
年
）

穀
〕
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
二
黒
』
昭
和
五
六
年
度

　
　
（
一
九
八
二
年
）

〔
凸
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
北
野
廃
寺
』
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

　
　
第
七
冊
（
一
九
八
三
年
）

〔
凸
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
平
安
京
跡
発
掘
調
査
概
報
』
昭
和
五
七
年
度

　
　
二
九
八
三
年
）

〔一

Z〕

@
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『
京
都
市
内
試
掘
立
会
調
査
概
報
』
昭
和
五
七

　
　
年
度
（
一
九
八
三
年
）

〔一

ｶ
　
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年

　
　
報
』
昭
和
五
二
年
度
（
一
九
七
八
年
）

〔
三
〕
　
｛
幽
門
大
織
柄
壇
蔵
⊥
X
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
鯉
温
都
大
学
構
内
遺
跡
蹄
調
査
研
惚
九
年

　
　
報
』
昭
和
匠
三
年
度
（
一
九
七
九
年
）

〔
葦
〕
　
一
暴
都
大
恩
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
『
白
河
北
殿
北
辺
の
遺
跡
』
京
都
大

　
　
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
∬
（
一
九
八
一
年
）

鶯
召
　
京
都
火
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
『
京
都
大
学
構
内
遣
華
甲
査
研
究
年

　
　
報
』
昭
和
五
五
年
度
（
一
九
八
一
年
）

〔
聾
〕
　
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
～
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年

　
　
報
』
昭
和
五
六
年
度
（
一
九
八
一
論
調
）

〔
宍
〕
　
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年

　
　
報
臨
昭
和
五
七
年
度
（
～
九
八
四
年
）

〔
モ
〕
　
京
都
府
教
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
　
（
一
九
八
○
年
）

〔
天
〕
　
京
都
府
教
育
委
員
会
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
戦
報
』
　
（
一
九
八
一
年
）

〔一

p
　
古
代
学
協
会
『
平
安
京
左
京
五
条
三
坊
十
五
町
』
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告

　
　
第
五
輯
（
一
九
八
一
年
）

〔二

Z〕

@
古
代
学
協
会
『
平
安
京
左
京
八
悲
曲
坊
二
黙
し
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第

　
　
六
輯
（
一
九
八
三
年
）

〔
畳
〕
　
古
代
学
協
会
『
三
無
西
殿
跡
』
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第
七
輯
（
｛
九
八

　
　
三
年
）

〔二

ｸ
　
古
代
学
協
会
『
平
安
京
左
京
四
条
三
訂
十
三
町
臨
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告

　
　
第
一
一
輯
（
～
九
八
四
年
）

〔
曇
ロ
　
古
代
学
協
会
『
押
小
路
殿
跡
、
平
安
京
左
京
三
条
三
論
十
一
町
』
平
安
京
跡

　
　
研
究
調
査
報
告
第
一
二
輯
（
一
九
八
四
年
）

〔二

l〕

@
古
代
学
協
会
『
法
住
寺
殿
跡
』
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第
一
三
輯
（
…
九

　
　
八
四
年
）

〔
壼
〕
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C．　The　term　jitian　yanggu　rneans　that　people　in　a　country　live　on　the

grain　harvested　in　some　arable　land　which　they　borrow　from　another

country　and　cultivate　themseives．　This　practice　was　ebserved　in　five

countries：Erqiallg諾莞，　Shanshan部善，　Shanguo山國，　Puii蒲黎and　Yinai

門門；almost　of　which　were　situated　in　the　periphery　of　the　basin．　And

there　lived　normadic　people　and　a　minority　of　peasants．　The　latter，　who

seem　to　have　practiced　jitian　yanggu，　took　from　two　to　nine　days　to　get

to　the　countries　in　the　basin　having　oasises　for　the　purpose　of　doing

this　practice．

The　latter　phase　of　the　Sue　Pottery須恵器

　　　　　　　　Excavation　in　Capital　Heian

by

Takao　Uno

　　As　for　the　Sue　pottery　excavated　in　Capital　Heian　（Medieva！　Kyoto

city）　，　which　were　dated　the　9th－14th　century，　tlie　earlier　ones　had　various

forrns．　But　after　the　middle　or　the　end　of　the　9th　century，　only　the

de伽ite　forms　of　Sue　pottery　were　used．　This　change　doesn’t　mean　the

decline　of　them，　but　one　of　phenomena　that　the　medieval　pottery　style

came　into　existance　in　the　Five　Home　Prov圭nces畿内．　At　the　time，　the

several　kinds　of　pottery　and　ceramics　were　used　each　in　its　proper　way．

In　that　process　there　is　the　important　change．　On　the　first　phase，　among

the　various　forms　of　them　made　in　the　producing　centers　the　definite

forms　of　potterles　circulated，　Then，　on　the　second　phase，　the　forms　for

marketing　were　produced　on　large　scale　in　the　producing　centers．

　　In　this　period　the　Five　｝lome　Provinces　deve1oped　much　more　as　a

consumer　area　of　the　ceramic　goods　produced　in　Setouchi瀬戸内，　Tokai

東：海provinces　than　as　a　producing　center　of　the　ceramic　industry．　It

is　a1so　in　this　pesc’od　that　the　system　of　the　productlon－circulation－con－

sumption　of　the　ceramics　changed　on　1arge　scale　and　that　the　develop－

rnent　of　its　system　after　the　late　medieval　ages　was　based．

（971）




